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税

租

を

め

ぐ

っ

て

越

智

重

明

は

し

が

き

　
ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
第
六
＝
二
号
文
書
に
税
租
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
諸
先
学
の
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も
か
つ
て
そ

れ
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
税
租
は
単
に
租
税
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
な
く
、
む
し
ろ
租
税
の
な
か
で
特
定
の
内

容
を
も
つ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
が
兵
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
代
り
に
出
す
免
役
税
で
あ
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
と
の
関

連
に
お
い
て
西
魏
、
北
山
の
力
役
制
度
に
ふ
れ
る
。
な
お
本
稿
は
、
東
洋
学
報
第
五
六
巻
第
一
号
、
拙
稿
、
「
西
魏
、
北
周
、
北
斉
の
均
田
制
を
め
ぐ

っ
て
」
の
補
論
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
．
と
こ
ろ
で
、
右
の
文
書
全
体
を
掲
げ
る
の
に
は
多
大
の
紙
数
を
必
要
と
す
る
し
、
ま
た
す
で
に
東
洋

学
報
第
三
七
巻
第
二
号
・
第
三
号
、
山
本
達
郎
氏
、
　
「
敦
煙
発
見
計
帳
様
文
書
残
簡
（
上
）
・
（
下
）
一
大
英
博
物
館
所
蔵
ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
文
書

六
＝
二
号
1
」
、
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
一
九
一
四
、
池
田
温
田
、
　
「
中
国
古
代
画
帳
集
録
」
に
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
、
と
で
も
あ
る
の
で

本
稿
で
は
遺
書
全
体
を
掲
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的
に
そ
れ
を
引
用
す
る
こ
ど
ど
す
る
ω
。
　
（
A
文
書
、
B
文
書
と
い
う
区
分
け

は
山
本
氏
の
右
掲
の
も
の
に
よ
る
。
ま
だ
、
A
文
書
の
記
載
年
次
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
大
統
十
三
年
当
時
の
こ
と
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

山
本
氏
の
見
解
に
従
う
。
）

（1）

　
本
節
は
、
西
魏
、
そ
れ
を
継
承
し
た
北
周
の
力
役
制
度
を
、
次
節
の
考
察
に
必
要
な
範
囲
で
概
観
す
る
。

層
ま
ず
、
増
徴
、
そ
の
後
身
の
北
周
が
周
礼
の
制
度
に
依
拠
し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
魏
の
と
き
宇
文
泰
の
も
と
で
漢
入
官
吏
蘇
緯
ら
の
尽

力
に
よ
っ
て
大
統
十
年
（
西
紀
五
四
四
年
）
十
二
に
則
っ
た
新
制
度
の
体
系
が
一
応
出
来
、
十
一
年
か
ら
西
魏
の
版
図
内
に
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
蘇
紳
は
そ
の
新
制
度
を
完
成
し
な
い
ま
ま
で
十
二
年
に
死
亡
し
た
。
以
後
、
盧
弁
が
そ
の
あ
と
を
つ
い
で
努
力
し
、
つ
い
に
西
魏
の
恭
帝
の

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

税

租

を

め

つ

て

越

智

重

明

-Z 

し

カ3

き

ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
第
六
一
三
号
文
書

K
税
租
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
れ

K
つ
い
て
は
す
で

K
諸
先
学
の
研
究
が
あ

D
、
筆
者
も
か
つ
て
そ

れ
に
ふ
れ
た
と
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
税
租
は
単

K
租
税
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
左
く
、
む
し
ろ
租
税
の
な
か
で
特
定
の
内

容
を
も
つ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
が
兵
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
代

D
K
出
す
免
役
税
で
あ
る
乙
と
を
と

D
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
と
の
関

連
に
沿
い
て
西
灘
、
北
周
の
力
役
制
度
に
ふ
れ
る
。
な
台
本
稿
は
、
東
洋
学
報
第
五
六
巻
第
一
号
、
拙
稿
、
「
西
貌
、
北
周
、
北
斉
の
均
田
制
を
め
ぐ

っ
て
」
の
補
論
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る

U

と
こ
ろ
で
、
右
の
文
書
全
体
を
掲
げ
る
の
に
は
多
大
む
紙
数
を
必
要
と
す
る
し
、
ま
た
す
で
に
東
洋

学
報
第
三
七
巻
第
二
号
・
第
三
号
、
山
本
達
郎
氏
、
「
敦
燈
発
見
計
帳
様
文
書
残
簡
〈
上
〉
・
(
下

)
i
大
英
博
物
館
所
蔵
ス
タ
イ
ン
将
来
漢
文
文
書

六
一
三
号
l
」
、
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
一
九

i
四
、
池
田
温
氏
、
「
中
国
古
代
籍
帳
集
録
」

K
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で

本
稿
で
は
文
書
全
体
を
掲
げ
る
ζ

と
は
せ
ず
、
必
要

K
応
じ
て
部
分
的
に
そ
れ
を
引
用
す
る
乙
と
と
す
る

ω。
(
A
文
書
、

B
文
書
と
い
う
区
分
け

は
山
本
氏
の
右
掲
の
も
の

K
よ
る
u

ま
た
、

A
文
書
の
記
載
年
次

K
フ
い
て
は
そ
れ
が
大
統
十
三
年
当
時
の
こ
と
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

山
本
氏
の
見
解

K
従
う
U

)

(1) 

本
節
は
、
両
親
、
そ
れ
を
継
承
し
た
北
周
の
力
役
制
度
を
、
次
節
の
考
察

K
必
要
な
範
囲
で
概
観
す
る
。

ま
ず
、
西
錦
、
そ
の
後
身
の
北
周
が
周
礼
の
制
度

K
依
拠
し
た
と
と

K
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
鶴
の
と
き
宇
文
泰
の
も
と
で
漢
人
官
吏
蘇
綜
ら
の
尽

力
に
よ
っ
て
大
統
十
年
(
西
紀
五
四
四
年
)
周
礼

K
則
っ
た
新
制
度
の
体
系
が
一
応
出
来
、
十
一
年
か
ら
西
貌
の
版
図
内

K
施
行
さ
れ
る

K
至
っ
た
。

し
か
し
蘇
縛
は
そ
の
新
制
度
を
完
成
し
な
い
ま
ま
で
十
二
年

K
死
亡
し
た
。
以
後
、
直
弁
が
そ
の
あ
と
を
つ
い
で
努
力
し
、
つ
い

K
西
貌
の
恭
帝
の

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

三
年
（
西
紀
五
五
六
年
）
六
甲
の
制
を
完
成
し
た
。
　
（
西
魏
は
同
年
、
重
文
泰
の
死
後
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ
そ
の
言
前
文
覚
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、

こ
れ
に
代
る
も
の
と
し
て
宇
文
覚
に
よ
る
北
斗
が
出
現
す
る
。
）
さ
て
、
蘇
紳
は
死
後
太
牢
を
も
っ
て
祭
ら
れ
た
が
、
宇
文
泰
は
自
ら
そ
の
文
を
つ

く
っ
て
い
る
。
彼
は
北
周
の
皇
帝
の
と
き
宇
文
泰
の
廟
庭
に
配
享
さ
れ
、
陥
の
開
墾
の
初
め
に
前
代
に
著
名
な
名
臣
と
し
て
．
国
公
を
追
封

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
蘇
緯
の
方
向
づ
け
が
北
周
か
ら
晴
曇
に
及
ぶ
ま
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
の
ち
に

述
べ
る
と
こ
ろ
に
自
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
A
文
書
（
大
統
十
三
年
当
時
の
こ
と
を
記
載
）
と
B
文
書
と
は
基
本
的
に
同
質
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が

蘇
紳
の
方
向
づ
け
の
現
わ
れ
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
す
で
に
盧
弁
の
意
向
が
入
っ
て
い
て
も
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
と
盧
弁
の
つ
く
っ

だ
⊥
ハ
官
の
制
と
は
周
礼
に
則
る
と
い
う
基
本
線
に
お
い
て
同
質
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
両
者
は
具
体
的
事
実
に
あ
っ
て
も
相
重
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
。
北
周
の
制
度
は
、
基
本
的
に
こ
う
し
た
制
度
（
と
く
に
後
者
の
六
官
の
制
）
を
継
承
し
て
い
’
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、

同
じ
北
周
に
あ
っ
て
も
、
時
代
が
降
る
と
周
礼
に
依
拠
し
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
。
周
書
巻
二
十
四
樹
下
伝
に
、

　
　
太
祖
（
宇
文
泰
の
こ
と
）
以
魏
恭
帝
三
年
、
始
蟹
行
之
（
大
官
の
制
の
こ
と
）
。
本
経
厭
後
世
有
損
益
。
宣
国
尽
位
、
事
不
師
事
。
官
員
班
品

　
　
随
意
変
革
。
…
…
子
時
難
行
周
礼
、
其
内
外
衆
職
、
又
労
角
秦
漢
等
官
。

と
あ
る
の
は
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
周
回
の
力
役
制
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
周
礼
司
徒
教
官
之
職
、
小
司
徒
に
、

　
　
回
　
乃
会
万
民
軍
卒
伍
七
竃
之
。
五
入
為
伍
、
伍
伍
為
両
、
四
両
為
卒
、
五
卒
為
旅
、
五
二
為
師
、
五
師
為
軍
。
臣
事
軍
旅
、
以
作
田
役
、
以

　
　
比
追
脊
、
以
三
三
賦
。

と
あ
り
、
続
い
て
、

　
　
⑥
　
乃
均
土
地
、
二
塁
其
人
民
、
而
周
知
其
数
。
上
地
家
七
人
、
荘
重
也
者
、
家
三
人
。
郷
地
家
六
人
、
留
任
耳
掻
、
二
家
五
人
。
下
地
家
五

　
　
人
、
可
任
也
者
、
家
二
人
。
．

と
あ
り
、
さ
ら
に
続
い
て
、

　
　
ゆ
　
凡
起
徒
役
、
四
過
家
一
人
、
以
其
余
為
羨
。
三
田
与
追
得
端
作
。

と
あ
る
。
鄭
玄
の
註
に
、
㈲
に
つ
い
て
、
　
「
此
皆
先
王
所
因
農
事
而
定
軍
令
者
也
。
…
…
役
、
功
力
之
事
。
追
、
逐
憲
也
。
…
…
骨
、
伺
捕
盗
賊
也
。

貢
、
九
賦
也
。
」
と
あ
り
、
ω
に
つ
い
て
、
　
「
鄭
司
農
云
、
羨
、
饒
也
。
田
、
謂
田
猟
也
。
追
、
追
戸
山
也
。
端
作
、
三
斜
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

（2）

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉

三
年
(
西
紀
五
五
六
年
)
六
官
の
制
を
完
成
し
た
む
(
西
貌
は
同
年
、
宇
文
泰
の
死
後
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ
そ
の
子
宇
文
覚
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、

と
れ

K
代
る
も
の
と
し
て
宇
文
覚
K
よ
る
北
周
が
出
現
す
る
。
)
さ
て
、
蘇
綜
は
死
後
太
牢
を
も
っ
て
祭
ら
れ
た
が
、
宇
文
泰
は
自
ら
そ
の
文
を
つ

く
っ
て
い
る
。
彼
は
北
町
川
の
明
帝
の
と
き
宇
文
泰
の
廟
庭

K
配
享
さ
れ
、
精
の
開
皇
の
初
め
に
前
代

K
著
名
な
名
臣
と
し
て
'
国
公
を
追
封

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
蘇
綜
の
方
向
づ
け
が
北
周
か
ら
陪
初

K
及
ぶ
ま
で
尊
重
さ
れ
て
い
た
と
と
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
の
ち

K

述
べ
る
と
と
ろ

K
自
ら
明
ら
か
左
ょ
う

K
、
A
文
書
〈
大
統
十
三
年
当
時
の
と
と
を
記
載
〉
と

B
文
書
と
は
基
本
的

K
同
質
で
あ
る
が
、
と
れ
ら
が

蘇
綜
の
方
向
づ
け
の
現
わ
れ
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
そ
と

K
す
で
に
嵐
弁
の
意
向
が
入
フ
て
い
て
も
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
と
慮
弁
の
つ
く
っ

た
六
官
の
制
と
は
周
礼
K
則
る
と
い
う
基
本
線

K
沿
い
て
同
質
で
あ

D
、
そ
れ
だ
け
に
両
者
は
具
体
的
事
実
に
あ
っ
て
も
相
重
左
る
こ
と
が
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
。
北
周
の
制
度
は
、
基
本
的
に
こ
う
し
た
制
度
(
と
く
に
後
者
の
六
官
の
制
)
を
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

U

た
だ
し
、

同
じ
北
周
K
あ
っ
て
も
、
時
代
が
降
る
と
周
礼
に
依
拠
し
な
い
と
と
ろ
も
出
て
く
る
。
周
書
巻
二
十
四
麗
弁
伝

K
、

太
祖
(
宇
文
泰
の
と
と
)
以
貌
恭
帝
三
年
、
始
命
行
之
(
六
官
の
制
の
と
と
)
。
自
鼓
販
後
世
有
損
益
む
宣
帝
嗣
位
、
事
不
師
古
。
官
員
班
品

随
意
変
革
。
;
:
:
子
時
雄
行
周
礼
、
其
内
外
衆
職
、
又
す
ん
秦
漢
等
官
。

と
あ
る
の
は
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
口

つ
ぎ
に
、
周
礼
の
力
役
制
度

K
つ
い
て
で
あ
る
が
、
周
礼
司
徒
教
官
之
職
、
小
司
徒
に
、

ω
乃
会
万
民
之
卒
伍
而
用
之
。
五
人
為
伍
、
伍
伍
為
岡
、
四
両
為
卒
、
五
卒
為
旅
、
五
旅
為
師
、
五
師
為
軍
。
以
起
軍
旅
、
以
作
田
役
、
以

比
追
荷
、
以
令
貢
賦
。

と
あ

D
、
続
い
て
、

川

w

乃
均
土
地
、
以
稽
其
人
民
、
而
周
知
其
数
。
上
地
家
七
人
、
可
任
也
者
、
家
三
人
。
中
地
家
六
人
、
可
任
也
者
、
二
家
五
人
。
下
地
家
五

人
、
可
任
也
者
、
家
二
人

U

と
あ

D
、
さ
ら

K
続
い
て
、

ω
凡
起
徒
役
、
静
過
家
一
人
、
以
其
余
為
羨
。
唯
田
与
追
膏
掲
作
。

と
あ
る
ロ
鄭
玄
の
註

K
、

ωに
つ
い
て
、
「
此
皆
先
王
所
因
農
事
而
定
軍
令
者
也
0

・
:
・
:
役
、
功
力
之
事
。
追
A
護
憲
也
O
i
-
-
-
膏
、
伺
捕
盗
賊
也
。

貢
、
九
賦
也
。
」
と
あ

D
、

ω
Kヲ
い
て
、
「
鄭
司
農
云
、
羨
、
鏡
也
。
田
、
謂
回
猟
也
。
追
、
追
冠
賊
也
。
端
作
、
尽
行
。
」
と
あ
る
。
と
れ
ら

(2) 



は
何
れ
も
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
鄭
玄
は
⑤
の
「
可
任
也
者
」
に
つ
い
て
、
そ
の
三
人
、
二
家
に
五
人
、
二
人
を
男
女
の
力
役
の
事

に
た
え
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
力
役
に
た
え
る
男
子
の
壮
丁
（
以
下
、
壮
丁
と
い
う
場
合
は
す
べ
て
男
子
の
壮

丁
の
こ
と
と
す
る
。
）
を
意
味
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
②
。
と
こ
ろ
で
、
周
礼
に
見
え
る
力
役
に
は
、
．
他
に
官
庁
の
用
に
供
さ
れ
る
学
徒
が
あ
・
・

る
。
周
礼
家
宰
三
三
之
属
に
、

　
　
三
十
有
二
人
、
徒
百
有
二
十
人
。

と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
の
註
に
、

　
　
三
民
給
樒
役
者
。
若
今
衛
士
　
。
膏
、
読
如
請
。
謂
其
伝
才
知
、
為
等
長
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
役
は
右
の
軍
役
と
も
徒
役
と
も
違
う
も
の
で
、
官
界
に
あ
っ
て
官
庁
の
職
務
遂
行
を
た
す
け
る
も
の
と
さ

れ
よ
う
。
　
（
以
下
、
こ
の
役
を
膏
徒
と
い
う
。
）
周
礼
の
力
役
制
度
は
兵
農
一
致
の
原
則
に
た
つ
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
、
そ
の
力
役
は
す
べ
て

の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
兵
役
（
こ
れ
は
平
年
に
あ
っ
て
は
一
年
の
う
ち
一
定
の
時
期
だ
け
軍
事
訓
練
に
出
る
形
を
と
る
）
、
　
（
田
猟
の
と
き
、
憲
賊

を
捕
え
る
と
き
以
外
は
）
家
ご
と
に
壮
丁
を
天
ず
つ
徴
発
す
る
に
過
ぎ
な
い
徒
役
、
丁
霊
に
三
大
別
出
来
る
の
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
つ
の

の
役
が
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
あ
る
壮
丁
が
徒
役
に
出
た
と
き
、
そ
の
も
の
は
得
徒
に
出
な
く
て
よ
い
か
ど
う
　
（

か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
　
（
右
の
軍
役
、
徒
役
は
小
司
徒
の
掌
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
六
郷
の
制
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
町
議
の
い
う

よ
う
に
、
そ
の
体
制
は
六
遂
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
得
徒
が
全
国
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ち
な

い
。
）

　
（
な
お
、
㈲
で
は
壮
丁
す
べ
て
が
出
る
役
と
い
う
意
味
で
軍
役
、
田
猟
の
役
、
冠
賊
を
捕
え
る
役
を
列
挙
し
、
ω
で
は
役
の
内
容
を
問
題
と
し
て

家
の
徒
役
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
役
の
な
か
で
家
の
壮
丁
す
べ
て
が
出
る
も
の
と
し
て
と
く
に
田
猟
の
役
、
憲
賊
を
捕
え
る
役
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
記
載
が
重
複
し
て
い
る
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
㈲
、
⑥
、
ω
と
も
に
一
応
独
自
の
観
点
か
ら
記
述
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
も
さ
し
て
異
と
す
る
に
足
り
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
周
礼
に
あ
っ
て
は
、
得
徒
は
他
の
二
役
と
同
様
一
般
民
衆
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
力
役
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
古
典
の
な
か

に
は
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
力
役
に
（
公
）
卿
大
夫
士
の
秩
序
に
論
け
る
士
が
あ
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

礼
記
玉
藻
に
、

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

は
何
れ
も
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
鄭
玄
は

ωの
「
可
任
也
者
」

K
ヲ
い
て
、
そ
の
三
人
、
二
家

K
五
人
、
二
人
を
男
女
の
力
役
の
事

K
た
え
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
論
じ
た
よ
う

K
、
こ
れ
は
力
役

K
た
え
る
男
子
の
壮
丁
(
以
下
、
壮
丁
と
い
う
場
合
は
す
べ
て
男
子
の
壮

丁
の
こ
と
と
す
る
。
)
を
意
味
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る

ω。
と
こ
ろ
で
、
周
礼
に
見
え
る
力
役
に
は
、
他

K
官
庁
の
用

K
供
さ
れ
る
有
徒
が
あ
司

る
。
周
礼
家
宰
治
官
之
属

K
、

膏
十
有
二
人
、
徒
百
有
二
十
人
。

と
あ

D
、
そ
の
鄭
玄
の
註

K
、

此
民
給
衝
役
者
。
若
今
衛
士
余
。
脅
、
読
如
請
。
謂
其
有
才
知
、
為
什
長
。

と
あ
る
が
、
と
れ
が
そ
う
で
あ
る
。
と
の
役
は
右
の
軍
役
と
も
徒
役
と
も
違
う
も
の
で
、
官
界
に
あ
っ
て
官
庁
の
職
務
遂
行
を
た
す
け
る
も
の
と
さ

れ
よ
う
。
(
以
下
、
と
の
役
を
膏
徒
と
い
う
。
)
周
礼
の
力
役
制
度
は
兵
農
一
致
の
原
則
に
た
つ
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
、
そ
の
力
役
は
す
べ
て

の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
兵
役
(
と
れ
は
平
年
に
あ
っ
て
は
一
年
の
う
ち
一
定
の
時
期
だ
け
軍
事
訓
練

K
出
る
形
を
と
る
)
、
〈
田
猟
の
と
き
、
冠
賊

を
捕
え
る
と
き
以
外
は
)
家
ど
と
に
壮
丁
を
一
人
ず
つ
徴
発
す
る

K
過
ぎ
な
い
徒
役
、
膏
徒

K
三
大
別
出
来
る
の
が
わ
か
る
白
た
だ
し
、
乙
の
三
ヲ

の
役
が
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
と
と
、
例
え
ば
あ
る
壮
丁
が
徒
役

K
出
た
と
き
、
そ
の
も
の
は
膏
徒

K
出
な
く
て
よ
い
か
ど
う

か
、
と
い
フ
た
と
と
は
わ
か
ら
左
い
。
(
右
の
軍
役
、
徒
役
は
小
司
徒
の
掌
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
六
郷
の
制
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
鄭
玄
の
い
う

よ
う

K
、
そ
の
体
制
は
六
遂

K
沿
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
脊
徒
が
全
国
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

(3) 

い
。
)(

な
な
、

ωで
は
壮
丁
す
べ
て
が
出
る
役
と
い
う
意
味
で
軍
役
、
田
猟
の
役
、
憲
賊
を
捕
え
る
役
を
列
挙
し
、

ωで
は
役
の
内
容
を
問
題
と
し
て

家
の
徒
役
を
と

D
あ
げ
、
そ
の
役
の
左
か
で
家
の
壮
丁
す
べ
て
が
出
る
も
の
と
し
て
と
く

K
回
猟
の
役
、
窓
賊
を
捕
え
る
役
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
乙

K
は
、
記
載
が
重
複
し
て
い
る
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、

ω、

ω、

ωと
も

K
一
応
独
自
の
観
点
か
ら
記
述
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
も
さ
し
て
異
と
す
る

K
足

b
ぬ
か
も
知
れ
在
い
。
)

と
こ
ろ
で
、
周
礼

K
あ
っ
て
は
、
脅
徒
は
他
の
二
役
と
同
様
一
般
民
衆
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
力
役
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
古
典
の
な
か

K
は
、
そ
れ

K
ほ
ぼ
該
当
す
る
力
役

K

〈
公
)
卿
大
夫
士
の
秩
序

K
長
け
る
士
が
あ
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
す
左
わ
ち

礼
記
玉
藻

K
、

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
〉



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

　
　
士
日
伝
遽
之
臣
。

と
あ
る
。
こ
の
鄭
玄
の
註
に
、

　
　
伝
遽
、
以
車
馬
給
使
者
也
。

と
あ
る
が
、
こ
の
礼
記
の
記
事
は
、
　
（
公
）
卿
大
夫
士
の
秩
序
に
澄
け
る
士
が
車
馬
の
役
に
給
さ
れ
る
の
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
孔
訓
達
の

疏
に
、

　
　
遽
、
是
三
三
。
三
位
卑
、
給
車
馬
役
使
。
吉
野
伝
遽
。
亦
謂
対
己
省
電
。
諸
氏
以
為
対
官
国
君
。
其
義
亦
通
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
右
の
正
し
い
理
解
と
さ
れ
よ
う
。
総
礼
の
身
分
秩
序
と
礼
記
の
そ
れ
と
は
必
ら
ず
し
も
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て

も
、
広
く
古
典
に
依
拠
し
た
際
、
下
級
の
支
配
者
層
も
亦
法
意
（
乃
至
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場

合
、
得
徒
は
自
ら
｝
般
庶
民
の
全
壮
丁
を
対
象
と
し
、
さ
ら
に
下
級
の
支
配
者
層
を
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
思
詰
の
記
述
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
全
国
的
な
も
の
と
な
る
。

　
さ
て
、
右
の
周
壁
の
力
役
制
度
に
関
し
て
は
一
つ
の
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
央
と
地
方
と
で
力
役
に
就
く
年
齢
な
ど
が
違
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
周
礼
司
徒
教
官
之
職
、
郷
大
夫
を
見
る
と
、

　
　
以
歳
時
登
其
夫
家
書
衆
寡
、
弁
其
可
任
者
。
門
中
自
七
尺
言
及
⊥
ハ
十
、
野
自
六
尺
以
及
六
十
有
五
、
皆
征
之
。
其
舎
者
、
国
中
貴
者
賢
者
能
者

　
　
服
公
事
者
老
者
疾
者
。
　
（
下
略
）

と
あ
吻
（
そ
の
鄭
玄
の
註
に
、

　
　
登
、
成
也
。
定
也
。
婦
中
、
城
郭
中
也
。
月
賦
税
而
早
免
之
。
以
其
所
居
復
主
役
少
。
野
、
早
賦
畑
野
晩
免
之
。
以
其
復
少
役
多
。
鄭
司
農
云
、

　
　
征
之
者
、
給
公
上
事
也
。
舎
者
、
謂
有
復
除
、
舎
不
収
役
事
也
。
　
（
下
略
）

と
あ
る
。
さ
き
に
「
可
任
尊
者
」
が
（
鄭
玄
の
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
）
力
役
に
た
え
る
壮
丁
を
意
味
す
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。
右
の
「
可
任
者
」

は
そ
の
「
土
筆
也
者
」
と
同
質
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
つ
ま
り
、
右
の
「
征
」
す
べ
き
力
役
は
壮
丁
（
「
可
任
者
」
）
を
対
象
と
し
た
力
役
な
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
十
干
の
力
役
は
、
病
中
で
は
七
尺
（
二
十
才
）
か
ら
六
十
才
ま
で
、
野
で
は
六
尺
（
十
五
才
）
か
ら
六

十
五
才
ま
で
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
力
役
で
あ
る
③
。
こ
の
国
中
と
野
と
は
、
西
中
・
四
周
で
は
中
央
と
地
方
、
と
読
み
か
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
な
澄
、
力
役
を
負
担
す
べ
き
壮
丁
の
年
齢
の
違
い
に
つ
い
て
両
玄
は
、
復
除
が
多
く
力
役
が
少
な
い
こ
と
、
逆
に
復
除
が
少
な
く
力
役
が
多

（4）

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
)

土
日
伝
逮
之
臣
。

と
あ
る
。
と
の
鄭
玄
の
註
陀
、

伝
法
、
以
車
馬
給
使
者
也
。

と
あ
る
が
、
乙
の
礼
記
の
記
事
は
、

疏

K
、

(
公
)
卿
大
夫
士
の
秩
序
k

b
け
る
士
が
車
馬
の
役

K
給
さ
れ
る
の
を
示
し
て
い
る
。

左
秒
、

と
の
孔
頴
達
の

濯
、
是
促
法
。
士
位
卑
、
給
車
馬
役
使
。
故
称
伝
議
。
亦
謂
対
己
君
也
。
皇
氏
以
為
対
官
国
君
。
其
義
亦
通
。

と
あ
る
。
と
れ
は
右
の
正
し
い
理
解
と
さ
れ
よ
う
口
周
礼
の
身
分
秩
序
と
礼
記
の
そ
れ
と
は
必
ら
ず
し
も
合
致
し
在
い
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て

も
、
広
〈
古
典

K
依
拠
し
た
際
、
下
級
の
支
配
者
層
も
亦
膏
徒
(
乃
至
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
)
の
対
象
と
在
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
え
よ
今
o
と
の
場

合
、
膏
徒
は
自
ら
一
般
庶
民
の
全
壮
丁
を
対
象
と
し
、
さ
ら

K
下
級
の
支
配
者
層
を
も
対
象
と
す
る
と
と
に
ま
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
周
礼
の
記
述
い

か
ん

K
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
全
国
的
左
も
の
と
ま
る
。

き
て
、
右
の
周
礼
の
力
役
制
度
K
関
し
て
は
一
つ
の
注
目
す
べ
き
と
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
央
と
地
方
と
で
力
役

K
就
く
年
齢
左
ど
が
違
う
と
い

う
と
と
で
あ
る
。
い
ま
周
礼
司
徒
教
官
之
職
、
郷
大
夫
を
見
る
と
、

以
歳
時
登
其
夫
家
之
衆
寡
、
弁
其
可
任
者
。
国
中
自
七
尺
以
及
六
十
、
野
自
六
尺
以
及
六
十
有
五
、
皆
征
之
。
其
舎
者
、
国
中
貴
者
賢
者
能
者

服
公
事
者
老
者
疾
者
。
(
下
略
)

と
あ

D
、
そ
の
鄭
玄
の
註

K
、

登
、
成
也
。
定
也
。
国
中
、
城
郭
中
也
。
晩
賦
税
市
早
免
之
。
以
其
所
居
復
多
役
少
。
野
、
早
賦
税
而
晩
免
之
。
以
其
復
少
役
多
。
鄭
司
農
一
斉
、

征
之
者
、
給
公
上
事
也
。
舎
者
、
謂
有
復
除
、
舎
不
収
役
事
也
。
(
下
略
)

と
あ
る
。
さ
き

K

「
可
任
也
者
」
が
〈
鄭
玄
の
い
う
よ
う
ま
も
の
で
は
な
く
)
力
役

K
た
え
る
壮
丁
を
意
味
す
る
と
と

K
ふ
れ
た
。
右
の
「
可
任
者
」

は
そ
の
「
可
任
也
者
」
と
同
質
で
あ
る
に
相
違
ま
い
。
つ
ま

D
、
右
の
「
征
」
す
べ
き
力
役
は
壮
丁
(
「
可
任
者
」
)
を
対
象
と
し
た
力
役
な
の
で

あ
る

D

要
す
る

K
、
い
ま
と

D
あ
げ
て
い
る
周
礼
の
力
役
は
、
国
中
で
は
七
尺
(
二
十
才
)
か
ら
六
十
才
ま
で
、
野
で
は
六
尺
〈
十
五
才
〉
か
ら
六

十
五
才
ま
で
の
壮
丁
を
対
象
と
す
る
力
役
で
あ
る
ゆ
。
と
の
国
中
と
野
と
は
、
西
貌
・
北
周
で
は
中
央
と
地
方
、
と
読
み
か
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
う
。
-
危
な
、
力
役
を
負
担
す
べ
き
壮
丁
の
年
齢
の
違
い
に
つ
い
て
鄭
玄
は
、
復
除
が
多
く
力
役
が
少
左
い
と
と
、
逆

K
復
除
が
少
な
く
力
役
が
多

(4) 



い
こ
と
の
違
い
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
恐
ら
く
は
ぼ
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
着
筆
が
小
司
徒
で
「
可
任
也
者
」
を
男
女
の
力
役
の
事
に
た
え
る
も
の
と
し
、
こ
こ
で
は
「
仲
里
者
」
を
力
役
に
た
え
る
壮
丁
と
い
う
線

で
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
馬
脚
は
経
書
を
読
む
に
あ
た
り
、
基
本
的
に
は
一
夫
一
婦
が
家
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
そ
れ
だ
け
に
、
例
え
ば
、
壮
丁
で
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
い
る
兄
弟
二
人
が
一
つ
の
家
を
な
す
と
い
っ
た
こ
と
は
考
慮
の
外
に
あ
っ
た
。
）
さ
き
の

小
司
徒
の
家
は
本
来
一
家
内
に
数
人
の
壮
丁
が
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
し
そ
う
読
め
ば
自
説
と
矛
盾
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
鄭
玄
は
そ

の
「
可
心
魂
者
」
を
あ
え
て
男
女
の
力
役
の
事
に
た
え
る
も
の
を
意
味
す
る
、
と
い
っ
た
苦
し
い
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
で

は
壮
丁
そ
の
も
の
乃
至
夫
婦
の
家
（
夫
家
）
を
基
準
と
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
鄭
玄
は
基
本
的
に
一
夫
一
婦
が
家
を
な
す
、
と

い
う
自
説
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
　
「
可
任
者
」
を
力
役
に
た
え
る
壮
丁
を
指
す
と
い
う
線
で
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
（
こ
う
し
た
鄭
玄
の

家
の
理
解
は
そ
れ
な
り
に
大
き
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
後
日
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
）

　
こ
こ
で
階
書
食
貨
志
を
見
る
と
、
六
官
の
制
に
つ
い
て
、

　
　
後
周
太
自
作
相
、
創
制
⊥
ハ
官
。
　
（
中
略
）
司
均
下
田
十
四
政
令
。
凡
人
口
重
巳
上
、
宅
五
畝
。
口
九
已
上
、
宅
四
畝
。
口
五
已
下
、
宅
三
畝
。

　
　
有
室
者
、
田
百
四
十
畝
。
丁
重
、
田
百
畝
。
司
賦
掌
骨
賦
之
政
令
。
凡
人
自
十
八
以
至
六
十
有
二
塁
軽
糎
者
、
配
賦
之
。
其
賦
之
法
、
有
室
者
、

　
　
歳
不
過
絹
一
疋
綿
八
両
粟
五
斜
。
丁
者
、
半
之
。
其
非
二
黒
、
有
室
者
、
布
一
疋
麻
十
一
。
丁
者
、
又
半
之
。
豊
年
則
全
賦
、
中
年
半
之
、
下

　
　
年
三
之
。
皆
以
時
徴
焉
。
王
室
菱
餅
、
則
不
徴
其
賦
。
司
役
掌
力
役
之
政
令
。
凡
人
自
十
八
以
至
五
十
二
九
、
皆
任
於
役
。
豊
年
不
過
三
旬
。

　
　
中
年
則
二
藍
。
下
年
則
一
旬
。
凡
起
徒
立
、
無
山
家
一
人
。
轟
有
年
八
十
者
・
　
一
子
不
善
役
。
百
年
者
・
家
不
二
役
。
療
疾
非
人
不
養
者
、

　
　
一
人
不
従
役
。
離
凶
礼
、
又
無
力
征
。

と
あ
る
。
周
書
盧
音
画
に
盧
弁
の
つ
く
っ
た
六
官
の
制
に
つ
い
て
「
事
円
行
。
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
諸
制
度
は
、
西
魏

極
東
の
み
な
ら
ず
北
周
建
国
時
に
も
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
壮
丁
に
つ
い
て
、
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
五
和
の
対
象
と
な
る
年
齢

を
十
八
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
（
そ
の
年
齢
以
内
の
軽
度
の
癒
を
含
む
）
、
力
役
の
対
象
ど
な
る
年
齢
を
十
八
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
、
と
し
て
い

る
。
こ
こ
に
見
え
る
力
役
に
は
全
壮
丁
を
対
象
と
し
、
年
の
豊
凶
に
よ
っ
て
年
間
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
服
役
す
る
も
の
と
、
家
ご
と
に
一
人
が
服

役
す
る
（
こ
の
家
け
戸
籍
制
度
上
の
戸
一
家
）
に
過
ぎ
な
い
徒
役
（
服
役
日
数
不
明
）
と
の
二
つ
が
あ
る
。
周
礼
に
置
い
て
役
の
基
本
と
な
る
の
は

兵
役
で
あ
る
が
、
前
者
は
兵
役
と
は
解
し
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
全
壮
丁
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
年
の
豊
凶

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
¢

〈5）

い
と
と
の
違
い

K
よ
る
と
し
て
い
る
。
と
う
し
た
理
解
は
恐
ら
く
ほ
ぼ
間
違
い
左
い
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。

左
hv
、
鄭
玄
が
小
司
徒
で
「
可
任
也
者
」
を
男
女
の
力
役
の
事
に
た
え
る
も
の
と
し
、
乙
と
で
は
「
可
任
者
」
を
力
役
に
た
え
る
壮
丁
と
い
う
線

で
理
解
し
て
い
る
ζ

と
K
つ
い
て
で
あ
る
が
、
鄭
玄
は
経
書
を
読
む
に
あ
た

b
、
基
本
的
に
は
一
夫
一
婦
が
家
を
左
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

〈
そ
れ
だ
け
に
、
例
え
ば
、
壮
丁
で
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
て
い
る
兄
弟
二
人
が
一
つ
の
家
を
な
す
と
い
っ
た
と
と
は
考
慮
の
外
に
あ
っ
た
臼
)
さ
き
の

小
司
徒
の
家
は
本
来
一
家
内

K
数
人
の
壮
丁
が
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
し
そ
う
読
め
ば
自
説
と
矛
盾
す
る
。
そ
れ
だ
け
K
鄭
玄
は
そ

の
「
可
任
也
者
」
を
あ
え
て
男
女
の
力
役
の
事
に
た
え
る
も
の
を
意
味
す
る
、
と
い
っ
た
苦
し
い
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
で

は
壮
丁
そ
の
も
の
乃
至
夫
婦
の
家
(
夫
家
〉
を
基
準
と
し
た
記
述
が
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

K
鄭
玄
は
基
本
的

K
一
夫
一
婦
が
家
を
な
ナ
、
と

い
う
自
説
と
矛
盾
す
る
乙
と
左
〈
、
「
可
任
者
」
を
力
役

K
た
え
る
壮
丁
を
指
す
と
い
う
線
で
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
(
こ
う
し
た
鄭
玄
の

家
の
理
解
は
そ
れ
ま

b
k
大
き
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
後
日
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
乙
と
と
す
る
。
)

乙
と
で
惰
書
食
貨
志
を
見
る
と
、
六
官
の
制
に
つ
い
て
、

後
周
太
祖
作
相
、
創
制
六
官
。
(
中
略
)
司
均
掌
田
里
之
政
令
u

凡
人
口
十
己
上
、
宅
五
畝
。
口
九
巳
上
、
宅
四
畝
。
口
五
己
下
、
宅
一
ニ
畝
。
)

民
J
H

有
室
者
、
田
百
四
十
畝
。
丁
者
、
田
百
畝
。
司
賦
掌
功
賦
之
政
令
。
凡
人
自
十
八
以
至
六
十
有
四
与
軽
羅
者
、
皆
賦
之
。
其
賦
之
法
、
有
室
者
、

L

歳
不
過
絹
一
疋
綿
八
両
粟
五
餅
。
了
者
、
半
之
。
其
非
桑
土
、
有
室
者
、
布
一
疋
麻
十
斤
。
丁
者
、
叉
半
之
。
豊
年
則
全
賦
、
中
年
半
之
、
下

年
三
之
。
皆
以
時
徴
鳶
。
若
難
凶
礼
、
則
不
徴
其
賦
。
司
役
掌
力
役
之
政
令
。
九
人
自
十
八
以
至
五
十
有
九
、
皆
任
於
役
。
豊
年
不
過
三
句
。

中
年
則
二
句
。
下
年
刷
一
句
。
凡
起
徒
役
、
無
過
家
一
人

O
L灼
有
年
八
十
者
、
一
子
不
従
役
。
百
年
者
、
家
不
従
役
。
療
疾
非
人
不
+
歪
也
、

一
人
不
従
役

U

離
凶
礼
、
又
無
力
征
。

と
あ
る
。
周
書
屋
弁
伝

K
麗
弁
の
つ
く
っ
た
六
官
の
制
に
つ
い
て
「
事
蛇
行

U

」
と
あ
る
が
、
と
と

K
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
を
諸
制
度
は
、
西
貌

極
末
の
み
な
ら
ず
北
周
建
国
時

K
も
行
左
わ
れ
た
で
あ
る

5
0
と
と
で
は
壮
丁

K
つ
い
て
、
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
授
田
の
対
象
と
な
る
年
齢

を
十
八
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
(
そ
の
年
齢
以
内
の
軽
度
の
癒
を
含
む
〉
、
力
役
の
対
象
と
在
る
年
齢
を
十
八
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
、
と
し
て
い

る
。
と
と

K
見
え
る
力
役

K
は
全
壮
丁
を
対
象
と
し
、
年
の
豊
凶
に
よ
っ
て
年
間
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
服
役
す
る
も
の
と
、
家
ど
と
に
一
人
が
服

役
す
る

(
ζ

の
家
け
戸
籍
制
度
上
の
戸
U

家
)

K
過
ぎ
左
い
徒
役
(
服
役
日
数
不
明
)
と
の
こ
つ
が
あ
る
。
周
礼
k

b
い
て
役
の
基
本
と
な
る
の
は

兵
役
で
あ
る
が
、
前
者
は
兵
役
と
は
解
し
が
た
い
。
す
左
わ
ち
、
そ
れ
は
全
壮
丁
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
年
の
豊
凶
司

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

に
よ
っ
て
服
役
日
数
が
年
間
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
と
い
っ
た
大
き
い
差
が
あ
る
こ
と
は
基
本
の
役
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
不
安
定
で
あ
る
。
こ
う

し
た
点
と
、
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
北
周
に
誇
い
．
て
聖
徒
（
の
役
）
に
あ
た
る
も
の
が
（
一
般
庶
民
の
全
壮
丁
を
対
象
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
）
下

級
の
士
単
層
を
も
そ
の
対
象
と
す
る
点
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
れ
は
自
ら
脊
徒
と
な
り
、
か
つ
そ
の
役
が
（
一
般
庶
民
だ
け
を
対
象
と
す
る
）

周
礼
と
（
士
一
下
級
の
支
配
者
層
を
も
対
象
と
す
る
）
礼
記
と
を
あ
わ
せ
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
後
者
は
す
で
に
北
部
に
見

え
る
雑
樒
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
ω
。

二

　
本
節
は
主
と
し
て
B
文
書
の
税
租
を
と
り
あ
げ
る
。

　
論
を
進
め
る
に
あ
た
り
予
め
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
A
・
B
両
文
書
に
澄
け
る
課
の
用
法
で
あ
る
。
魏
晋
南
北
朝
の
税
役
制
度
に
は
い
ま

だ
流
動
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
巨
視
的
に
は
そ
れ
は
唐
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
前
者
の
制
度
的
用
語
に
は
、
後
者
の
場

合
ほ
ど
明
確
に
限
定
さ
れ
た
内
容
を
も
つ
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
文
字
の
も
つ
意
味
が
そ
の
ま
ま
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
唐
時
代
制
度
　
の

上
麻
布
だ
け
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
布
が
当
時
絹
布
（
絹
の
ぬ
の
）
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
A
、
　
（

B
両
文
書
に
誇
け
る
課
に
は
い
ろ
い
ろ
な
用
法
が
あ
る
。
例
え
ば
、
B
文
書
第
七
葉
の
「
口
翁
島
捌
曲
見
輸
」
の
課
は
明
か
に
租
の
こ
と
で
あ
り
⑤

一
方
、
④
文
書
第
十
三
葉
、
第
八
葉
そ
の
他
に
見
え
る
「
密
話
輸
」
の
課
は
二
曲
の
こ
と
で
あ
っ
て
両
者
は
相
違
す
る
。
ま
た
、
の
ち
に
引
用
す
る
－

B
丈
書
第
五
葉
の
「
都
合
正
意
男
参
拾
柴
人
」
の
課
は
公
権
力
が
負
担
さ
せ
る
力
役
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
た
だ
け
で
も
直
ち
に
理
解
出
来

る
よ
う
に
、
そ
の
制
度
的
用
語
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
課
の
語
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
通
ず
る
基
本
線
は
結
局
わ
り
あ
て
る
、

わ
の
あ
て
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
（
民
衆
側
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
負
担
す
る
、
負
担
す
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
）
こ
う
し
た

課
は
A
、
B
両
文
書
に
お
い
て
、
そ
の
記
さ
れ
て
い
る
場
所
に
よ
っ
て
わ
り
あ
て
る
、
わ
り
あ
て
る
も
の
、
と
い
う
基
本
線
を
も
ち
つ
つ
も
そ
れ
ぞ

れ
特
定
の
意
味
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
文
書
を
取
扱
う
専
門
家
が
み
れ
ば
そ
の
内
容
が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
、
こ
う
し
た
こ
と
を
頭
に
澄
い
て
論
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
す
る
⑯
．
σ
。

・
さ
て
、
A
文
書
第
十
六
葉
の
某
の
戸
に
は
、

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
〉

に
よ
っ
て
服
役
目
数
が
年
間
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
と
い
っ
た
大
き
い
差
が
あ
る
と
と
は
基
本
の
役
と
し
て
は
あ
ま

D
K
も
不
安
定
で
あ
る
。
こ
う

し
た
点
と
、
の
ち

K
ふ
れ
る
よ
う
に
、
北
周

k
b
い
て
膏
徒
(
の
役
)

K
あ
た
る
も
の
が
〈
一
般
庶
民
の
全
壮
丁
を
対
象
と
す
る

K
止
ま
ら
ず
〉
下

級
の
士
人
層
を
も
そ
の
対
象
と
す
る
点
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
れ
は
自
ら
脊
徒
と
左

D
、
か
っ
そ
の
役
が
(
一
般
庶
民
だ
け
を
対
象
と
す
る
)

周
礼
と
(
士

i
下
級
の
支
配
者
層
を
も
対
象
と
す
る
)
礼
記
と
を
あ
わ
せ
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
後
者
は
す
で
に
北
貌

K
見

え
る
雑
稽
が
と
れ
に
あ
て
ら
れ
た
と
と
が
考
え
ら
れ
る

ω。

本
節
は
主
と
し
て

B
文
書
の
税
租
を
と

D
あ
げ
る
。

論
を
進
め
る

K
あ
た

b
予
め
確
か
め
て
争
き
た
い
ζ

と
は
、

A
・
B
両
文
書

k
h
F
け
る
課
の
用
法
で
あ
る
。
貌
晋
南
北
朝
の
税
役
制
度

K
は
い
ま

だ
流
動
的
在
と
と
ろ
が
あ
る
。
巨
視
的

K
は
そ
れ
は
唐
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け

K
前
者
の
制
度
的
用
語

K
は
、
釜
告
の
場

合
ほ
ど
明
確
に
限
定
さ
れ
た
内
容
を
も
っ

ζ

と
ま
く
、
い
わ
ば
文
字
の
も
つ
意
味
が
そ
の
ま
ま
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
左
も
の
も
あ
る
。
唐
時
代
制
度

上
麻
布
だ
け
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
布
が
当
時
絹
布
(
絹
の
ぬ
の
)
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、

A
、

B
両
文
書

K
-砕
け
る
課
に
は
い
ろ
い
ろ
な
用
法
が
あ
る
。
例
え
ば
、

B
文
書
第
七
葉
の
「
口
件
拾
捌
課
見
輸
」
の
課
は
明
か

K
租
の
こ
と
で
あ

D
切

一
方
、
④
文
書
第
十
三
葉
、
第
八
葉
そ
の
他

K
見
え
る
「
課
見
輸
」
の
課
は
租
調
の
こ
と
で
あ
っ
て
両
者
は
相
違
す
る

U

ま
た
、
の
ち
に
引
用
す
る

B
文
書
第
五
葉
の
「
都
合
課
丁
男
参
拾
楽
人
」
の
課
は
公
権
力
が
負
担
さ
せ
る
力
役
の
と
と
で
あ
る
。
と
れ
ら
を
見
た
だ
け
で
も
直
ち
に
理
解
出
来

る
よ
う
に
、
そ
の
制
度
的
用
語
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
課
の
語
に
は
い
ろ
い
ろ
を
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
通
ず
る
基
本
線
は
結
局
わ

D
あ
て
る
、

わ

D
あ
て
る
も
の
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
(
民
衆
側
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
負
担
す
る
、
負
担
す
る
も
の
、
と
い
う
と
と
に
ま
る
。
)
こ
う
し
た

謀
は

A
、

B
両
文
書

K
沿
い
て
、
そ
の
記
さ
れ
て
い
る
場
所
に
よ
っ
て
わ

D
あ
て
る
、
わ

D
あ
て
る
も
の
、
と
い
う
基
本
線
を
も
ち
つ
つ
も
そ
れ
ぞ

れ
特
定
の
意
味
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
文
書
を
取
扱
う
専
門
家
が
み
れ
ば
そ
の
内
容
が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う

K
在
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
と

5
し
た
と
と
を
頭

K
-砕
い
て
論
を
進
め
て
行
く
と
と
と
す
る
何
・
げ
o

A
文
書
第
十
六
葉
の
某
の
戸
に
は
、

(6) 

さ
て
、



と
あ
る
（
補
註
）
。
　
（
見
と
あ
る
の
は
補
っ
た
も
の
。
）

と
こ
ろ
で
、
A
文
書
の
侯
老
生
の
戸
に
は
、

税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

「
凡
口
⊥
ハ
」
の
項
の
記
載
は
現
に
戸
内
に
い
る
現
在
員
だ
け
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
除
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
一
出
陳
不
課
中
女
死

凡
口
七

旦

課
見
輸

旦

不
課

一一一　rt一一一一一’一一＋一一一一一一一A

口
二
男

、
口
一
中
年
＋
七

口
一
小
年
四

口
一
中
女
年
十

二
丁
男

一
丁
妻

（7）

と
あ
る
(
補
註
)
。
(
見
と
あ
る
の
は
補
づ
た
も
の
。
〉

と
と
ろ
で
、

A
文
書
の
侯
老
生
の
戸
陀
は
、

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
)

口

四

課

見

口口

良

丁

男

口

不

課

口口

凡

口

六

一
小
男
年
四

一
黄
男
年
二

一
丁
妻

「
凡
口
六
」
の
項
の
記
載
は
現

K
戸
内
に
い
る
現
在
員
だ
け
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

一

賎

丁

牌

凡
口
七

口口

中男
女

年口 口
十

小中
年年
四十

七

(
除
?
)

口
一
出
陳
不
課
中
女
死

ー
口
三
不
謀

口
六
見
在

口

課
見
輪

丁 丁
妻男

(7) 



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

と
あ
る
。
こ
の
「
凡
口
七
」
の
項
の
記
載
は
、
現
に
戸
内
に
い
る
も
の
と
、
す
で
に
あ
る
時
点
以
後
除
か
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

後
者
の
始
ま
る
時
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
現
在
員
に
つ
い
て
記
す
際
の
一
つ
の
確
認
事
項
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

て
、
　
「
電
卓
六
」
、
　
「
凡
口
七
」
の
項
の
記
載
は
、
現
在
員
に
つ
い
て
は
一
戸
人
数
、
各
人
の
年
齢
乃
至
丁
・
中
な
ど
の
区
別
、
男
女
の
区
別
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

課
1
1
租
調
を
出
し
て
い
る
か
否
か
の
区
別
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
租
調
の
額
の
合
計
は
他
の
個
所
に
明
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、
三
そ
こ
に
粗
朴
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

れ
ば
、
兵
役
そ
の
他
の
役
に
出
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
そ
れ
は
課
1
1
力
役
の
有
無
を
（
自
動
的
に
）
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
（
「
鳳
至
七
」

の
類
の
記
載
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
戸
に
も
見
え
る
。
）

　
右
は
庶
民
の
戸
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
台
資
（
下
級
の
九
品
官
）
の
劉
文
成
の
戸
を
見
る
と
、
記
述
形
式
が
右
の
場
合
と
か
な

り
異
り
、

　　凡
　　口
　　七
　　不
　　課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

・
二
台
資
櫨
税
令
三

一
丁
男

一
丁
妻

（8）

と
左
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
員
に
つ
い
て
、

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
箇
所
に
、

ラ
一
面
人
数
、

（

各
人
の
年
齢
乃
至
丁
・
中
左
，
ど
の
区
別
、
男
女
の
区
別
を
示
し
て
い
る
。

ラ
ニ
租
調
を
出

（

計
布
一
匹

計
麻
二
斤

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
)

と
の
「
凡
口
七
」
の
項
の
記
載
は
、
現
に
戸
内

K
い
る
も
の
と
、
す
で

K
あ
る
時
点
以
後
除
か
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
一
記
し
て
い
る

U

後
者
の
始
ま
る
時
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
現
在
員
に
つ
い
て
記
す
際
の
一
つ
の
確
認
事
項
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ

て
、
「
凡
口
六
」
、
「
凡
口
七
」
の
項
の
記
載
は
、
現
在
員
に
つ
い
て
は
け
総
人
数
、
各
人
の
年
齢
乃
至
了
・
中
左
ど
の
区
別
、
男
女
の
区
別
、
に

、，J

諒
H
租
調
を
出
し
て
い
る
か
否
か
の
区
別
を
示
し
て
い
る
。
と
の
租
調
の
額
の
合
計
は
他
の
個
所

K
明
記
し
て
あ
る
。
ま
え
、
ほ
そ
乙

K
丁
男
と
あ

れ
ば
、
兵
役
そ
の
他
の
役

K
出
る
べ
き
で
あ
っ
た
口
そ
れ
だ
け
に
そ
れ
は
謀
H
力
役
の
有
無
を
(
自
動
的
に
〉
示
し
て
い
る
と
い
え
る
o
〈
「
凡
口
七
」

の
類
の
記
載
は
、
他
の
い
く
つ
か
の
戸

K
も
見
え
る
。
)

右
は
庶
民
の
戸

K
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ

K
台
資
(
下
級
の
九
品
官
)
の
劉
文
成
の
戸
を
見
る
と
、
記
述
形
式
が
右
の
場
合
と
か
ま

D
具

D
、

と
あ
る
。

凡
口
七
不
課

口
五
不
税

口口

一 四
小男
女 r

Z口口

小中
年年
七十
巳三
下巳

下

(8) 

口

ぷ品、
にコ

資

権

税

令

課

一
丁
男

丁

妻

と
を
っ
て
い
る
。

、』J

と
れ
は
現
在
員
に
つ
い
て
、
ト
総
人
数
、

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
箇
所

K
、

、，J

各
人
の
年
齢
乃
至
了
・
中
左
ど
の
区
別
、
男
女
の
区
別
を
示
し
て
い
る

U
C
租
調
を
出

計
布
一
匹

計
麻
二
斤



と
あ
っ
て
、
租
調
の
額
が
明
示
し
て
あ
る
の
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
　
「
一
丁
男
、
　
一
丁
女
」
と
あ
る
の
が
一
丁
男
、
　
一
丁
女
分
の
平
調
を
納
め
る
の

を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
問
題
と
な
る
の
は
三
力
役
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
の
戸
全
体
に
つ
い
て
「
凡
口
七
不
課
」
と
あ
る
。
そ
の
「
不
課
」
の
課
は
右
に
見
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
く

様
態
で
あ
る
以
上
、
租
調
の
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
。
　
（
こ
の
戸
は
課
戸
上
で
あ
る
が
、
そ
の
課
戸
は
戸
内
に
課
1
1
租
調
を
負
担
す
ゐ
丁
男
の
い
る

戸
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
し
）
こ
こ
で
B
文
書
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
、

都

五合

課一

人丁

男

人

雑

三

拾

猟任

七

役人師

（9）

一

人

□

□

と
あ
る
。
定
見
と
あ
る
の
は
、
晋
書
巻
四
十
二
王
春
伝
に
、

と
あ
る
際
の
定
見
と
相
通
ず
る
も
の
で
、

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

三

　一二乗六
拾

丁両

人人

人二三

西
里
の
平
呉
の
役
の
こ
と
と
し
て
、
　
「
（
王
渾
）

兵
士
の
定
見
簿
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

　虞防定

閤人人見候

又
索
蜀
兵
及
鎮
南
諸
軍
人
名
定
見
．
」

六
丁
兵
制
と
は
、
六
人
が
一
集
団
と

一

二

石

計
租
四
石
一

一
一
石
五
斗
折
輸
草
三
囲

一
丁
女
」
と
あ
る
の
が
一
丁
男
、
一
丁
女
分
の
租
調
を
納
め
る
の

五

斗

輸

租

と
あ
っ
て
、
租
調
の
額
が
明
示
し
て
あ
る
の
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

、，J

問
題
と
な
る
の
は
三
力
役
で
あ
る
が
、
そ
と
に
は
そ
の
戸
全
体

K
つ
い
て
「
凡
口
七
不
謀
」
と
あ
る
口
そ
の
「
不
謀
」
の
謀
は
右

K
見
た
よ
う
ま

様
態
で
あ
る
以
上
、
租
調
の
と
と
で
は
あ

b
え
ま
い
。
〈
と
の
戸
は
課
戸
上
で
あ
る
が
、
そ
の
謀
戸
は
戸
内

K
課
H
租
調
を
負
担
す
る
丁
男
の
い
る

戸
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

U

〉
と
と
で

B
文
書
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
、

「
一
丁
男
、

都

メb、
ロ五

謀

人

丁

拾

七

男

人

雑

任

役

人

(9 ) 

猟

師

人

口

口

人

防

閤

人

虞

イ侯

拾

人

見

両

定

ーよーノ、、

丁

tft 

人

兵

乗

人

と
あ
る
。
定
見
と
あ
る
の
は
、
晋
蓄
巻
四
十
二
王
鴻
伝

K
、
西
晋
の
平
呉
の
役
の
こ
と
と
し
て
、
「
(
玉
縄
)
又
索
萄
兵
及
鎮
南
諸
軍
人
名
定
見
u
」

と
あ
る
際
の
定
見
と
相
通
ず
る
も
の
で
、
兵
士
の
定
見
簿

K
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。
六
丁
兵
制
と
は
、
六
人
が
一
集
団
と

税
祖
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

な
っ
て
一
年
に
二
箇
月
ず
つ
兵
役
に
服
す
る
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
組
か
ら
は
み
出
て
い
る
乗
は
剰
で
、
B
文
書
以
外
の
六
丁
兵
の
他
の
集
団

に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
な
か
の
四
人
と
合
し
て
一
組
の
六
丁
兵
集
団
を
つ
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
五
人
と
三
十
二
人
と
が
区
別
さ
れ
、
三
十
二
人

が
六
丁
兵
の
対
象
、
五
人
か
雑
任
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
B
文
書
（
の
他
の
個
所
）
に
論
い
て
三
十
二
人
の
一
般
庶
民
の
壮
丁
（
白
丁
）
と
五

人
の
雷
干
と
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
応
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
㈲
。
つ
ま
り
、
台
資
の
丁
男
は
課
丁
男
（
力
役
を
負
担
す
る
倉
男
）
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
現
実
に
罵
言
の
役
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
雑
音
（
役
）
だ
け
を
負
担
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
A
、
B
商
文
書
に
示
さ

れ
た
力
役
制
度
が
共
に
周
礼
、
礼
記
と
い
う
古
典
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
す
る
と
、
天
資
た
る
劉
文
成
の
戸
に
つ
い
て
「
不
課
」

と
あ
る
際
の
課
は
丁
兵
の
役
を
指
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
・
そ
う
す
る
と
・
「
台
歯
学
税
令
課
（
台
資
・
税
を
属
9
て
課
せ
し
む
）
」
の
税
は
免
丁

兵
役
税
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
り
、
　
「
不
税
」
は
そ
う
し
た
税
を
納
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
B
文
書
の
税
租
の
記
事
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
術
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
租
　
　
　
両
　
　
　
拾
　
　
　
四

拾合

税
六

石

五

九
　
石
　
五
　
斗
　
上

　
　
　
六

　
　
　
一

七
　
　
解三

五石石

不折斗

四
　
石
　
五
　
斗

輸折課折

　
　
　
斗

　
四
石
五
斗

　
五
石
台
．
資

石

下

不輸口

斜
　
　
■
斜

　
　
　
　
租

課
戸
上
税

四
丁
床
税

税

草
　
　
拾
　
　
五

．一L．

ノ、

草
　
　
九

囲

中三三上

囲
　
　
中
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と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
下
戸
の
折
輸
は
な
し
。
）
こ
れ
か
ら
そ
の
税
額
は
税
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

三
符
堅
伝
上
に
、
符
堅
が
代
王
渉
翼
腱
を
討
っ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

税
租
の
語
は
、
晋
書
載
記
早
撃

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
)

な
っ
て
一
年

K
二
箇
月
ず
つ
兵
役

K
服
す
る
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
む
組
か
ら
は
み
出
て
い
る
乗
は
剰
で
、

B
文
書
以
外
の
六
丁
兵
の
他
の
集
団

K
入
れ
ら
れ
、
そ
の
ま
か
の
四
人
と
合
し
て
一
組
の
六
丁
兵
集
団
を
つ
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
と
に
五
人
と
三
十
二
人
と
が
区
別
さ
れ
、
三
十
二
人

が
六
丁
兵
の
対
象
、
五
人
か
雑
任
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

B
文
書
(
む
他
の
個
所
)

k

b
い
て
三
十
二
人
の
一
般
庶
民
の
壮
丁
(
白
丁
〉
と
五

人
の
台
資
と
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
と
と
と
相
応
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

ω。
つ
ま

D
、
台
資
の
丁
男
は
課
了
男
〈
力
役
を
負
担
す
る
丁
男
〉
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
現
実

K
丁
兵
の
役
を
負
担
す
る
と
と
左
く
雑
任
(
役
)
だ
け
を
負
担
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際

A
、

B
両
文
書

K
示
さ

れ
た
力
役
制
度
が
共

K
周
礼
、
礼
記
と
い
う
古
典
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
す
る
と
、
台
資
先
る
劉
文
成
の
戸

K
つ
い
て
「
不
課
」

、
力

と
あ
る
際
の
課
は
了
兵
の
役
を
指
す
べ
き
と
と

K
左
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
台
資
援
税
令
課
(
台
資
、
税
を
ぜ

D
て
課
せ
し
む
〉
」
の
税
は
免
丁

兵
役
税
と
い
う
べ
き
も
の

K
な

D
、
「
不
税
」
は
そ
う
し
た
税
を
納
め
な
い
と
い
う
と
と
に
ま
ろ
う
。

と
ζ

で
B
文
書

C
税
租
の
記
事
を
と

D
あ
げ
て
み
よ
う
ロ
そ
れ
は
、

者E

税

A 
ロ拾

ー」ー・
ノ、

九
...L. /、

七

餅四

租
石

石

五

両

斗
斗

拾

四

倒

へ
戸
初
?
)

斜租
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石

不

五

斗

輸

税中租

五

囲

五

斗

上

「

四

石

五

斗

不

課

戸

上

一

五

石

台

資

口

計

丁

床

税

上

囲

中

石

折

石

課

税

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
〈
下
戸
の
折
輸
は
左
し
。
)
こ
れ
か
ら
そ
り
税
租
は
税
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
税
租
の
語
は
、
晋
書
載
記
巻
十

三
符
堅
伝
上

K
、
符
堅
が
代
王
渉
翼
鳴
を
討
っ
た
と
き
の
と
と
と
し
て
、

石

五

戸

下

折

草

拾

輸

輸

草

幽ムーノ、、

囲

折

輸

九

草



　
　
（
前
略
）
散
其
部
落
三
三
軒
辺
故
地
。
…
…
治
業
営
生
、
三
五
丁
丁
、
三
山
三
年
、
無
税
租
。

ど
あ
る
も
の
に
見
え
る
。
こ
れ
は
（
戸
を
対
象
に
）
三
五
の
率
で
役
に
徴
発
す
べ
き
も
の
に
対
し
て
も
、
三
年
間
そ
の
力
役
を
免
じ
、
し
か
も
力
役

免
除
に
対
し
か
け
る
べ
き
税
を
も
と
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
　
（
こ
の
力
役
体
系
は
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
も
の
と
違
う
が
、
た
だ

庶
事
に
つ
い
て
だ
け
い
え
ば
同
質
の
わ
け
で
あ
る
．
）
こ
う
し
た
理
解
が
正
し
い
と
す
る
と
、
税
租
は
免
役
の
代
り
に
出
す
税
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
魏
書
巻
四
十
一
源
賀
伝
に
、

　
　
徴
税
租
粟
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
際
の
税
租
が
粟
で
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
の
台
資
（
夫
婦
）
の
丁
兵
の
役
免
除
の
代
り
に
納
め
る
税
は
、
必
ら
ず
や
こ

の
税
租
と
基
本
性
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
こ
の
際
は
、
B
文
書
に
見
え
る
税
租
こ
そ
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
右
に
は
不
課

戸
上
の
税
（
1
1
税
租
）
、
不
課
戸
下
の
三
山
が
見
え
る
。
そ
れ
と
な
ら
ぶ
も
の
と
し
て
の
「
六
石
中
」
の
税
は
不
課
戸
中
の
税
租
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
B
文
書
で
は
、
　
「
戸
⊥
四
足
」
の
戸
主
は
男
子
の
瘡
、
老
、
中
、
小
で
あ
る
。
ま
た
、
　
〕
　
十
三
　
二
分
未
足
」
の
戸
主
の
う
ち
に
一
戸

だ
け
男
子
の
老
の
戸
主
が
い
る
。
ま
た
、
　
「
戸
一
官
田
」
に
は
老
女
の
戸
主
（
戸
の
構
成
員
「
人
）
が
い
る
。
こ
う
し
た
戸
は
当
然
戸
内
に
丁
男
を

含
ま
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
戸
は
課
1
1
租
調
を
負
担
す
る
丁
男
が
い
な
い
戸
と
い
う
意
味
で
不
課
戸
で
あ
る
が
、
そ
れ
t
同
時
に
、
課
1
1
〈
力
役

中
最
も
基
本
的
な
）
六
丁
兵
の
役
（
、
そ
の
他
の
力
役
）
を
負
担
す
る
丁
男
も
い
な
い
の
で
免
丁
兵
役
の
戸
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
B
文
書
の
税

租
（
1
1
税
）
は
必
ら
ず
や
ご
う
し
た
戸
を
も
対
象
と
し
、
そ
の
税
租
は
免
丁
兵
役
税
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
兵
役
免
除
の
場
合
、
｝
般
に
は
戸
そ
の
も
の
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
台
資
に
あ
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
た
る
台
資
夫
婦
（
の
家
）
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
台
資
の
妻
の
二
女
が
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
落
忌
劉
文
成
の
も
っ
て
い
る
盤
憲
将
軍
は
書
典
に
見
え
る
北
魏
の
九
官
署
で
は
従
七
馬
下
の
下
級
品

番
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
出
て
く
る
台
資
も
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
免
役
の
特
権
は
本
人
に
留
ま
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
戸
籍
は
（
兄
弟
の
終
世
同
学
の
）
戸
を
対
象
と
し
て
い
る
⑨
が
、
こ
の
際
、
そ
の
官
吏
と
し
て
の
特
権
な
り
資
格
な
り
は
基
本
的

に
戸
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
な
く
、
夫
婦
の
家
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
。
そ
れ
は
裏
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
身
分
と
関
連
し
て
生
じ
て
い
る
負
担
（
例

え
ば
夢
更
）
は
夫
婦
の
家
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
際
、
劉
文
成
夫
婦
が
「
口
二
台
資
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
の

夫
婦
の
構
成
す
る
家
が
台
資
と
い
う
資
格
を
も
つ
走
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
そ
れ
は
台
資
（
夫
婦
）
の
家
を
含
む
戸
が
、
同
時
に
台

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

（11）

〈
前
略
)
散
其
部
落
於
漢
軒
辺
故
地
。
:
:
:
治
業
営
生
、
三
五
取
丁
、
優
復
三
年
、
無
税
租
。

と
あ
る
も
の

K
見
え
る
。
と
れ
は
〈
戸
を
対
象

K
)
三
五
の
率
で
役

K
徴
発
す
べ
き
も
の
に
対
し
て
も
、
三
年
間
そ
の
力
役
を
免
じ
、
し
か
も
力
役

免
除

K
対
し
か
け
る
べ
き
税
を
も
と
ら
左
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
〈
と
の
力
役
体
系
は
い
ま
と

D
あ
げ
て
い
る
も
の
と
違
う
が
、
た
だ

税
租

K
つ
い
て
だ
け
い
え
ば
同
質
の
わ
け
で
あ
る
u

)

と
う
し
た
理
解
が
正
し
い
と
す
る
と
、
税
租
は
免
役
の
代

D

K
出
す
税
と
い
う
と
と
K
左
る
。

ま
た
、
貌
書
巻
四
十
一
源
賀
伝
K
、

徴
税
租
粟
む

と
あ
っ
て
、
そ
の
際
の
税
租
が
粟
で
あ
ヲ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
の
台
資
(
夫
婦
)
の
丁
兵
の
役
免
除
の
代

D

K
納
め
る
税
は
、
必
ら
ず
や
と

の
税
租
と
基
本
性
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
と
の
際
は
、

B
文
書
に
見
え
る
税
租
と
そ
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
右

K
は
不
謀

戸
上
の
税

(
H税
租
)
、
不
課
戸
下
の
税
租
が
見
え
る
。
そ
れ
と
左
ら
ぶ
も
の
と
し
て
の
「
六
石
中
」
の
税
は
不
課
戸
中
の
税
租
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、

B
文
書
で
は
、
「
戸
六
足
」
の
戸
主
は
男
子
の
路
、
老
、
中
、
小
で
あ
る
。
ま
た
、
「
戸
十
三
二
分
未
足
」
の
戸
主
の
う
ち
K

一
戸

だ
け
男
子
の
老
の
戸
主
が
い
る
。
ま
た
、
「
戸
一
無
田
」

K
は
老
女
の
戸
主
(
戸
の
構
成
員
一
人
)
が
い
る
。
と
う
し
た
戸
は
当
然
戸
内

K
丁
男
を

含
ま
ま
い

U

そ
れ
だ
け

K
そ
の
戸
は
謀
H
租
調
を
負
担
す
る
丁
男
が
い
在
い
戸
と
い
う
意
味
で
不
課
戸
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時

K
、
課
H

H

(

力
役

中
最
も
基
本
的
を
)
六
丁
兵
の
役
(
、
そ
の
他
の
力
役
)
を
負
担
す
る
丁
男
も
い
左
い
の
で
免
丁
兵
役
の
戸
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

B
文
書
の
税

租

(
H税
)
は
必
ら
ず
や
ζ

う
し
た
戸
を
も
対
象
と
し
、
そ
の
税
租
は
免
丁
兵
役
税
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
口

さ
て
、
い
ま
と

D
あ
げ
て
い
る
兵
役
免
除
の
場
合
、
一
般

K
は
戸
そ
の
も
の
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

K
も
か
か
わ
ら
ず
台
資
に
あ
っ
て
は

丁
た
る
台
資
夫
婦
(
の
家
)
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
h
y

そ
と

K
は
台
資
の
妻
の
丁
女
が
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
つ

ぎ
の
よ
う
左
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
台
資
劉
文
成
の
も
っ
て
い
る
輩
冠
将
軍
は
通
典

K
見
え
る
北
貌
む
九
官
品
で
は
従
七
品
下
の
下
級
品

官
で
あ
る
。
と
の
文
書

K
出
て
く
る
台
資
も
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
う
。
そ
う
し
た
も
の

K
あ
ヲ
て
は
、
そ
の
免
役
の
特
権
は
本
人

K
留
ま
る
。

つ
ま

D
、
当
時
の
戸
籍
は
(
兄
弟
の
終
世
間
籍
の
)
戸
を
対
象
と
し
て
い
る

ωが
、
と
む
際
、
そ
の
官
吏
と
し
て
の
特
権
左

b
資
格
な

D
は
基
本
的

K
戸
全
体

K
及
ぶ
も
の
で
な
く
、
夫
婦
の
家

k
b
い
て
の
み
存
在
す
る
。
そ
れ
は
裏
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
身
分
と
関
連
し
て
生
じ
て
い
る
負
担
(
例

え
ば
税
租
)
は
夫
婦
の
家
に
か
か
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と
う
し
た
際
、
劉
文
成
夫
婦
が
「
口
二
台
資
」
と
さ
れ
て
い
る
と
と
、
つ
ま

D
、
そ
の

夫
婦
の
構
成
す
る
家
が
台
資
と
い
う
資
格
を
も
っ
と
さ
れ
て
い
る
と
と
は
注
目
に
価
す
る
。
そ
れ
は
台
資
(
夫
婦
)
の
家
を
含
む
戸
が
、
同
時

K
台

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
〉

(11) 



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

資
で
な
い
一
般
丁
霊
を
含
ん
で
い
た
際
、
そ
の
丁
合
が
丁
兵
制
の
対
象
と
な
る
だ
け
に
、
そ
の
戸
は
丁
丁
兵
役
税
と
し
て
の
税
租
を
負
担
す
る
こ
と

は
な
い
。
た
だ
そ
の
な
か
の
台
資
（
夫
婦
）
の
家
だ
け
が
臨
海
を
負
担
す
る
、
と
い
う
理
解
を
頭
に
お
い
て
読
む
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
そ
れ
は
、
戸
が
兄
弟
の
終
世
同
意
を
原
則
と
す
る
だ
け
に
、
多
数
の
二
男
を
含
み
、
そ
こ
に
台
資
も
論
れ
ば
一
般
丁
男
も
い
る
、
と
い
っ

た
縞
合
が
想
定
出
来
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
劉
文
成
の
戸
に
あ
っ
て
は
、
台
資
劉
文
成
夫
婦
の
家
と
そ
の

戸
と
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
）

　
以
上
考
察
し
た
こ
と
は
、
兵
役
が
国
家
の
基
本
的
な
役
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
証
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
B
文
書
で
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
丁
男
が
い
な
い
戸
が
八
戸
あ
る
。
い
ま
、
試
み
に
（
授
田
の
全
く
な
い
）
老
女
の
み
の
戸
を
不

課
戸
下
と
し
、
他
の
不
課
戸
七
戸
を
不
課
戸
上
と
不
課
戸
中
と
に
ふ
り
わ
け
て
そ
の
税
租
額
を
推
定
し
て
み
る
と
、
　
　
応
、
不
課
戸
上
二
戸
で
＝
　

あ
た
り
（
狭
義
の
）
税
（
¶
税
租
）
二
三
二
面
五
升
、
計
謀
分
一
石
五
斗
、
合
計
三
石
七
曲
五
升
。
不
課
戸
中
五
戸
で
＝
　
あ
た
り
（
狭
義
の
）
税

（
”
税
租
）
　
一
石
二
王
、
折
納
分
九
斗
、
合
計
軽
石
一
斗
。
不
課
戸
下
は
全
部
で
一
亜
目
と
い
う
計
算
が
最
も
整
合
的
な
よ
う
で
あ
」
る
ゆ
そ
れ
は
ほ

ぼ
中
は
下
の
倍
、
上
は
中
の
倍
と
な
る
。
台
資
は
一
丁
床
あ
た
り
九
斗
と
な
る
が
、
台
資
の
場
合
は
一
面
で
特
権
的
存
在
で
あ
り
、
他
面
で
二
曹
に

出
る
の
で
あ
る
か
ら
少
な
い
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
B
文
書
の
記
載
年
次
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
下
級
品
官
で
あ
る
言
論
は
、
租
は
A
文
書
で
は
こ
れ
を
負
担
し
て
い
る
が
、
B
文
書
で

は
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
⑩
。
調
は
A
、
B
両
文
書
の
何
れ
に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
負
担
し
て
い
る
。
力
役
の
基
本
と
看
る
兵
役
は
A
、
β
両
文
書
の
何
れ

に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
の
代
り
に
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
る
。
　
（
た
だ
し
、
そ
の
税
は
夫
婦
の
家
単
位
で
負
担
し
て
い
る
。
）
　
一
方

唐
の
開
元
七
年
及
び
開
元
二
十
五
年
の
賦
役
令
で
は
、

　
　
諸
内
外
六
品
以
下
官
、
及
京
司
諸
色
職
掌
人
、
合
免
課
役
。

と
あ
っ
て
、
第
六
品
以
下
の
下
級
品
官
や
諸
色
職
掌
人
も
悉
く
課
役
”
移
調
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
を
示
し
て
い
る
⑪
。
こ
の
役
一
－
歳
役
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
す
で
に
他
筆
で
論
じ
た
よ
う
に
、
B
文
書
に
見
え
る
六
丁
兵
制
（
年
間
六
十
日
の
服
役
）
」
は
北
周
時
代
八
丁
兵
制
（
年
間
四
十
五
日
の
服

役
）
、
つ
い
で
十
二
丁
兵
制
（
年
間
三
十
日
の
服
役
）
に
改
変
さ
れ
、
三
儀
さ
ら
に
年
間
二
十
日
の
歳
役
に
改
変
さ
れ
、
そ
れ
に
出
な
い
も
の
は
庸

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
（
こ
の
歳
役
は
、
中
央
の
国
家
的
土
木
事
業
に
労
力
を
提
供
さ
せ
る
形
を
と
っ
て
い
る
⑫
。
）
　
（
巨
視
的
に
見
た
際

北
周
に
論
い
て
一
般
庶
民
の
兵
役
量
が
減
少
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
北
周
に
お
け
る
兵
民
分
離
策
と
関
連
を
も
つ
⑬
。
）
右
の
唐
令
の

（12）

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉

資
で
ま
い
一
般
丁
男
を
含
ん
で
い
た
際
、
そ
の
丁
男
が
丁
兵
制
の
対
象
と
在
る
だ
け
に
、
そ
の
戸
は
免
丁
兵
役
税
と
し
て
の
税
租
を
負
担
す
る
ζ

と

は
な
い
。
た
だ
そ
の
左
か
の
台
資
(
夫
婦
〉
の
家
だ
け
が
税
租
を
負
担
す
る
、
と
い
う
理
解
を
頭

K
沿
い
て
読
む
べ
き
も
の
左
の
で
あ
る
。
さ
ら

K

い
え
ば
、
そ
れ
は
、
戸
が
兄
弟
の
終
世
同
籍
を
原
則
と
す
る
だ
け

K
、
多
数
の
丁
男
を
含
み
、
そ
と

K
台
資
も
な
れ
ば
一
般
丁
男
も
い
る
、
と
い
っ

た
場
合
が
想
定
出
来
る
と
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
い
う
と
と

K
在
る
で
あ
ろ
う
。
(
劉
文
成
の
戸
に
あ
っ
て
は
、
台
資
劉
文
成
夫
婦
の
家
と
そ
の

戸
と
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
)

以
上
考
察
し
た
と
と
は
、
兵
役
が
国
家
の
基
本
的
在
役
で
あ
る
ζ

と
を
自
ら
証
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、

B
文
書
で
は
、
す
で

K
ふ
れ
た
よ
う
に
、
丁
男
が
い
左
い
戸
が
八
戸
あ
る
。
い
ま
、
試
み

K
(
授
田
の
全
く
な
い
)
老
女
の
み
の
戸
を
不

課
戸
下
と
し
、
他
の
不
謀
戸
七
戸
を
不
課
戸
上
と
不
謀
戸
中
と

K
ふ
D
わ
け
で
そ
の
税
租
額
を
推
定
し
て
み
る
と
、
一
応
、
不
課
戸
上
二
戸
で
一
戸

あ
た
h
y

〈
狭
義
の
)
税

(
H税
租
)
二
石
二
斗
五
升
、
折
納
分
一
石
五
斗
、
合
計
三
石
七
斗
五
升
。
不
謀
戸
中
五
戸
で
一
戸
あ
た

b
(
狭
義
の
)
税

(
U税
租
)
一
石
二
斗
、
折
納
分
九
斗
、
合
計
二
石
一
斗
。
不
謀
戸
下
は
全
部
で
一
石
。
と
い
う
計
算
が
最
も
整
合
的
左
ょ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ほ

ぼ
中
は
下
の
倍
、
上
は
中
の
倍
と
左
る
。
台
資
は
一
丁
床
あ
た

D
九
斗
と
在
る
が
、
台
資
の
場
合
は
一
面
で
特
権
的
存
在
で
あ

D
、
他
面
で
雑
任

K

出
る
の
で
あ
る
か
ら
少
な
い
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
口

こ
と
で

B
文
書
の
記
載
年
次

K
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

U

下
級
品
官
で
あ
る
台
資
は
、
租
は

A
文
書
で
は
こ
れ
を
負
担
し
て
い
る
が
、

B
文
書
で

は
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
倒
。
調
は

A
、

B
両
文
書
の
何
れ
に
あ
っ
て
も
こ
れ
を
負
担
一
し
て
い
る
。
力
役
の
基
本
と
な
る
兵
役
は

A
、

B
両
文
書
の
何
れ

K
あ
っ
て
も
と
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
の
代

D
K
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
る
。
(
た
だ
し
、
そ
の
税
は
夫
婦
の
家
単
位
で
負
担
し
て
い
る
。
〉
一
方

唐
の
関
元
七
年
及
び
開
元
二
十
五
年
の
賦
役
令
で
は
、

諸
内
外
六
品
以
下
官
、
及
京
司
諸
色
職
掌
人
、
合
免
課
役
。

と
あ
っ
て
、
第
六
品
以
下
の
下
級
品
宮
や
諸
色
職
掌
人
も
悉
く
謀
役
H
租
調
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
を
示
し
て
い
る

ω。
と
の
役
U
歳
役
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
す
で

K
他
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、

B
文
書

K
見
え
る
六
丁
兵
制
(
年
間
六
十
日
の
服
役
)
は
北
周
時
代
八
丁
兵
制
〈
年
間
四
十
五
日
の
服

役
)
、
つ
い
で
十
二
丁
兵
制
(
年
間
三
十
日
の
服
役
)

K
改
変
さ
れ
、
階
初
さ
ら

K
年
間
二
十
日
の
歳
役

K
改
変
さ
れ
、
そ
れ

K
出
走
い
も
の
は
庸

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
乙
の
歳
役
は
、
中
央
の
国
家
的
土
木
事
業

K
労
力
を
提
供
さ
せ
る
形
を
と
ヲ
て
い
る

ω。
)

A

巨
視
的

K
見
た
際

北
周
陀
沿
い
て
一
般
庶
民
の
兵
役
量
が
減
少
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
が
、
と
れ
は
北
周

K
-砕
け
る
兵
民
分
離
策
と
関
連
を
も
っ

ω。
)
右
の
唐
令
の

(12) 



役
は
こ
の
年
間
二
十
日
の
歳
役
の
（
後
身
の
）
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
A
、
B
両
文
書
で
は
下
級
品
官
で
あ
る
台
資
が
現
実
に
丁
兵
の
役
を
免
ぜ
ら

れ
る
代
り
に
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
る
が
、
唐
に
な
る
と
こ
う
し
た
も
の
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
下
級
品
官

で
あ
る
山
勘
（
ひ
い
て
は
下
級
品
官
一
般
）
は
、
租
は
A
文
書
の
示
す
西
魏
の
大
統
十
三
年
現
在
で
こ
れ
を
負
担
し
て
い
た
が
、
B
文
書
の
示
す
時

点
で
は
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が
右
の
唐
の
開
元
の
両
令
に
及
ん
だ
。
調
は
A
、
B
両
文
書
の
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
闘
い
て
こ
れ
を
負
担
し

て
い
た
が
、
の
ち
（
唐
時
代
を
含
む
）
あ
る
時
期
に
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が
唐
の
開
元
の
両
令
に
示
さ
れ
て
い
る
。
免
兵
役
は
の
ち
年
間
二
十

日
の
歳
役
に
な
る
が
、
A
、
B
両
文
、
書
の
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
い
て
現
実
に
そ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
代
り
に
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
た
。
唐

の
開
元
の
軍
令
で
は
両
者
と
も
に
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
図
式
が
成
立
し
よ
う
。
そ
こ
で
は
B
文
書
は
自
ら
A
文
書
よ
り
あ
と
の
こ
と

を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
　
（
A
文
書
の
示
す
時
期
－
大
統
十
三
年
の
兵
制
は
、
六
丁
兵
制
少
な
く
と
も
何
ら
か
の
丁
兵
制
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
）

　
こ
こ
で
雑
魚
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
B
文
書
に
見
る
雑
任
の
う
ち
内
容
の
わ
か
る
の
は
猟
師
、
防
閤
、
虞
候
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
防
閤
は
一

（
現
実
に
長
官
の
警
護
的
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
か
つ
て
の
衛
士
と
同
様
、
基
本
的
に
は
）
官
庁
の
職
務
遂
行
を
た
す
け
る
も
の
と

い
え
よ
う
が
、
猟
師
は
長
官
（
な
ど
）
の
個
人
的
雑
用
を
弁
ず
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
周
書
巻
三
十
七
斐
侠
伝
に
、
河
北

太
守
で
あ
っ
た
嚢
侠
に
つ
い
て
、

　
　
此
郡
旧
制
有
漁
猟
夫
三
十
人
。
宝
器
郡
守
。
侠
日
、
以
口
腹
役
人
、
白
餅
不
為
也
。
乃
悉
掻
餅
。
又
有
丁
三
十
人
。
供
郡
守
役
使
。
侠
亦
不
以

　
　
入
私
。
戴
収
庸
直
、
為
官
市
馬
。

と
あ
る
際
の
漁
猟
夫
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
雑
任
に
つ
い
て
は
、
や
や
結
論
的
な
い
い
か
た
に
な
る
が
、
本
来
面
隠
は
官
庁
の
職
務
遂

行
を
た
す
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
膏
徒
の
後
身
と
し
て
拝
任
が
存
在
す
る
が
、
雑
任
の
職
務
は
の
ち
拡
大
解
釈
さ
れ
、
雑
任
の
な
か
に
官

庁
の
長
官
（
な
ど
）
の
個
人
的
雑
用
を
弁
ず
る
も
の
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
雑
任
に
つ
い
て
重

要
な
こ
と
は
、
そ
の
負
担
が
一
般
庶
民
だ
け
で
な
く
、
下
級
の
支
配
者
層
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
周

書
巻
四
十
楽
運
伝
に
、
北
周
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

　
　
運
乃
輿
襯
、
詣
朝
堂
、
漁
協
八
丁
。
…
…
六
日
、
都
下
之
民
、
下
露
重
重
。
必
面
立
国
之
要
、
堂
島
塵
労
。
堂
容
朝
夕
徴
求
、
唯
供
魚
龍
欄
漫
。

　
　
士
民
從
役
、
砥
為
俳
優
角
抵
、
紛
紛
不
已
。
財
力
倶
端
、
業
業
相
顧
、
無
復
柳
生
。
凡
此
面
益
之
事
、
蔵
並
停
罷
。

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
○

（13）

役
は
と
の
年
間
二
十
日
の
歳
役
の
(
後
身
の
)
と
と
で
あ
る
口
左
・
治
、

A
、

B
両
文
書
で
は
下
級
品
官
で
あ
る
台
資
が
現
実

K
丁
兵
の
役
を
免
ぜ
ら

れ
る
代

D
K
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
る
が
、
唐

K
在
る
と
こ
う
し
た
も
の
は
左
く
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
下
級
品
官

で
あ
る
台
資
(
ひ
い
て
は
下
級
品
宮
一
般
〉
は
、
租
は

A
文
書
の
示
す
西
貌
の
大
統
十
三
年
現
在
で
こ
れ
を
負
担
し
て
い
た
が
、

B
文
書
の
示
す
時

点
で
は
と
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が
右
の
唐
の
闘
元
の
両
令
に
及
ん
だ
。
調
は

A
、
B
両
文
書
の
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
k

b
い
て
と
れ
を
負
担
し

て
い
た
が
、
の
ち
(
唐
時
代
を
含
む
)
あ
る
時
期

K
と
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
が
唐
の
開
元
の
両
令
K
示
さ
れ
て
い
る
。
免
兵
役
は
の
ち
年
間
二
十

日
の
歳
役
K
在
る
が
、

A
、
B
両
文
書
の
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
K
沿
い
て
現
実
に
そ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
、
代
h
y
K
免
兵
役
税
を
負
担
し
て
い
た
。
唐

の
開
元
む
両
令
で
は
両
者
と
も
に
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
図
式
が
成
立
し
よ
う
。
そ
こ
で
は

B
文
書
は
自
ら

A
文
書
よ

D
あ
と
の
と
と

を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
よ
う
。

(
A
文
書
の
示
す
時
期

l
大
統
十
三
年
の
兵
制
は
、
六
丁
兵
制
少
な
く
と
も
何
ら
か
の
丁
兵
制
的
ま
も
の
で
あ
っ
た

と
し
て
大
過
左
か
ろ
う
。
)

と
ζ

で
雑
任

K
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

B
文
書
に
見
る
雑
任
の
う
ち
内
容
の
わ
か
る
の
は
猟
師
、
防
閤
、
虞
候
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
防
閤
は
、

〈
現
実
に
長
官
。
警
護
的
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
か
つ
て
の
衛
士
と
同
様
、
基
本
的

K
は
)
官
庁
の
職
務
遂
行
を
た
す
け
る
も
の
と

い
え
よ
う
が
、
猟
師
は
長
官
〈
左
ど
〉
の
個
人
的
雑
用
を
弁
ず
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
周
書
巻
三
十
七
裳
侠
伝
K
、
河
北

太
守
で
あ
ヲ
た
装
侠
に
つ
い
て
、

此
郡
旧
制
有
漁
猟
夫
三
十
人
。
以
供
郡
守
。
侠
目
、
以
口
腹
役
人
、
吾
所
不
為
也
。
乃
悉
罷
之
。
文
有
丁
三
十
人
。
供
郡
守
役
使
。
侠
亦
不
以

入
私
。
鼓
収
庸
直
、
為
官
市
馬
。

と
あ
る
際
の
漁
猟
夫
在
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
と
う
し
た
雑
任
に
つ
い
て
は
、
や
や
結
論
的
左
い
い
か
た

K
な
る
が
、
本
来
脊
徒
は
官
庁
の
職
務
遂

行
を
た
す
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
脊
徒
の
後
身
と
し
て
雑
任
が
存
在
す
る
が
、
雑
任
の
職
務
は
の
ち
拡
大
解
釈
さ
れ
、
雑
任
の
を
か
に
官

庁
の
長
官
〈
ま
ど
)
の
個
人
的
雑
用
を
弁
ず
る
も
の
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
と
ろ
で
、
そ
う
し
た
雑
任
に
つ
い
て
重

要
な
乙
と
は
、
そ
の
負
担
が
一
般
庶
民
だ
け
で
左
〈
、
下
級
の
支
配
者
層

K
も
及
ん
で
い
る
と
と
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と

D
あ
げ
て
み
よ
う
。
周

書
巻
四
十
楽
運
伝

K
、
北
周
時
代
の
と
と
と
し
て
、

運
乃
輿
槻
、
詣
朝
堂
、
陳
帝
八
失
。
:
:
:
六
日
、
都
下
之
民
、
徳
賦
稀
重
む
必
是
軍
国
之
要
、
不
敢
惜
労
。
量
容
朝
夕
徴
求
、
唯
供
魚
龍
燭
漫

U

士
民
従
役
、
抵
為
俳
優
角
抵
、
紛
紛
不
己
。
財
力
倶
端
、
業
業
相
顧
、
無
復
柳
生
。
凡
此
無
益
之
事
、
請
並
停
罷
。

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉
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税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
子
に
供
す
る
心
任
と
し
て
の
猟
師
な
ど
が
そ
の
度
を
外
れ
て
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
士
民

従
属
と
あ
る
が
、
こ
の
際
の
士
民
は
蓋
し
伝
統
的
用
法
と
し
て
の
士
民
の
こ
と
で
、
一
般
的
に
は
士
f
支
配
者
層
一
と
民
1
1
庶
一
被
支
配
者
層
一
と

を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
士
の
う
ち
の
下
級
の
も
の
と
民
1
1
庶
と
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
た
と
え
下
級
の
も
の
で
あ
っ
て

も
支
配
者
層
を
雑
任
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
そ
の
雑
任
が
一
般
庶
民
（
の
壮
丁
す
べ
て
）
を
対
象
と
し
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
に
足
ろ
う
。

雑
任
が
一
般
庶
民
だ
け
で
な
く
下
級
の
支
配
者
層
を
も
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
さ
き
に
見
た
下
級
の
九
品
官
で
あ
る
台
資
が
年
齢
の
対
象
と
さ

れ
た
の
と
自
ら
相
応
ず
る
。
　
（
い
ま
下
級
の
支
配
者
層
と
し
て
い
る
も
の
は
、
当
時
の
社
会
的
実
態
一
社
会
的
意
識
と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
、
国
家

の
体
制
一
官
僚
機
構
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
）

　
さ
て
、
唐
時
代
、
勲
官
（
な
ど
）
の
場
合
、
課
役
（
1
1
租
男
役
）
を
免
ぜ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
兵
部
上
番
な
ど
の
役
に
服
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
⑭
。
こ
れ
は
巨
視
的
に
は
右
の
一
部
下
級
の
支
配
者
層
が
判
任
を
負
担
し
た
こ
と
が
晴
を
へ
て
唐
に
引
継
が
れ
た
の
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
階
時
代
、
周
礼
の
得
徒
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
庶
民
が
力
役
に
徴
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
庶
民
在
官
を
意
味
す

る
と
す
る
｝
見
矛
盾
し
た
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
⑮
。
蓋
し
、
後
者
は
西
町
以
来
一
部
下
級
の
官
吏
－
支
配
者
層
を
雑
任
の
対
象
と
し
た
の
を
ふ
ま

え
て
生
じ
た
一
つ
の
読
み
か
え
で
あ
ろ
う
。
　
（
こ
う
し
た
理
解
は
、
北
周
の
力
役
制
度
が
周
礼
だ
け
で
な
く
礼
記
を
も
部
分
的
に
ふ
ま
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
⑯
。
）

　
最
後
に
、
力
役
を
負
担
す
べ
き
年
齢
が
中
央
と
地
方
（
敦
煙
）
と
で
相
異
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
み
ょ
う
。
前
掲
の
六
三
の

制
で
は
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
賜
田
の
対
象
と
な
る
年
齢
が
十
八
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
（
そ
の
年
齢
以
内
の
軽
度
の
癌
を
含
む
）
、
力
役
の

対
象
と
な
る
年
齢
が
十
八
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
で
両
者
に
は
違
い
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
B
文
書
で
は
（
男
女
の
）
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る

妻
田
の
対
象
と
な
る
年
令
（
丁
た
る
年
齢
）
と
（
男
子
の
）
兵
役
・
雑
仕
の
対
象
と
な
る
年
齢
（
丁
た
る
年
齢
）
と
は
一
致
し
て
い
る
と
し
て
差
支

え
な
い
。
ぺ
少
な
く
と
も
違
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
点
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
）
と
こ
ろ
で
、
そ
の
丁
の
最
終
年
齢
は
六
十
四
才
と
考
え
ら
れ

る
。
　
（
丁
の
開
始
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
A
文
書
の
場
合
と
同
様
十
階
才
で
あ
ろ
う
。
）
そ
う
す
る
と
、
B
文
書
の
方
が
兵
役
・
心
任
を

負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
に
A
文
書
で
あ
る
が
、
丁
の
開
始
年
齢
は
十
八
才
で
、
そ
の
最
終
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が

六
十
才
が
丁
、
六
十
五
才
が
老
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
A
文
書
の
賦
税
、
墨
田
く
兵
役
＾
北
野
の
年
齢
関
係
は
B
文
書
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
よ
う
が
、
そ
う
す
る
と
、
A
文
書
の
方
も
兵
役
、
脚
注
を
負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
⑰
。
恐
ら
く
導
燈
で
は
医
官
の

（14）

税
租
を
め
ぐ
っ
て
〈
越
智
〉

と
あ
る
。
と
と
で
は
天
子
陀
供
す
る
雑
任
と
し
て
の
猟
師
走
ど
が
そ
の
度
を
外
れ
て
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ζ

と
に
士
民

従
役
と
あ
る
が
、
と
の
際
の
士
民
は
蓋
し
伝
統
的
用
法
と
し
て
の
士
民
の
と
と
で
、
一
般
的

K
は
士

i
支
配
者
層
l
と
民
H
庶
l
被
支
配
者
層

i
と

を
指
す
が
、
と
こ
で
は
士
の
う
ち
の
下
級
の
も
の
と
民
U
庶
と
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

K
た
と
え
下
級
の
も
の
で
あ
っ
て

も
支
配
者
層
を
雑
任
の
対
象
と
す
る
と
と
は
、
同
時

K
そ
の
雑
任
が
一
般
庶
民
〈
の
壮
丁
す
べ
て
)
を
対
象
と
し
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る

K
足
ろ
う
。

雑
任
が
一
般
庶
民
だ
け
で
な
く
下
級
の
支
配
者
層
を
も
そ
の
対
象
と
す
る
と
と
は
、
さ
き

K
見
た
下
級
の
九
品
官
で
あ
る
台
資
が
雑
任
の
対
象
と
さ

れ
先
の
と
自
ら
相
応
ず
る
。
(
い
ま
下
級
の
支
配
者
層
と
し
て
い
る
も
の
は
、
当
時
の
社
会
的
実
態
l
社
会
的
意
識
と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
、
国
家

の
体
制

l
官
僚
機
構
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
)

き
て
、
唐
時
代
、
勲
官
〈
な
ど
)
の
場
合
、
謀
役

(
H租
調
役
)
を
免
ぜ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
兵
部
上
番
左
ど
の
役

K
服
し
た
と
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る

ω。
こ
れ
は
巨
視
的

K
は
右
の
一
部
下
級
の
支
配
者
層
が
雑
任
を
負
担
し
た
こ
と
が
惰
を
へ
て
唐
K
引
継
が
れ
た
の
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
惰
時
代
、
周
礼
の
志
向
徒
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
庶
民
が
力
役
に
徴
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
ま
が
ら
も
、
同
時

K
庶
民
在
官
を
意
味
す

る
と
す
る
一
見
矛
盾
し
た
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
ゆ
。
蓋
し
、
後
者
は
西
貌
以
来
一
部
下
級
の
官
吏
l
支
配
者
層
を
雑
任
の
対
象
と
し
た
の
を
ふ
ま

え
て
生
じ
た
一
つ
の
読
み
か
え
で
あ
ろ
う
。
〈
と
う
し
た
理
解
は
、
北
周
の
力
役
制
度
が
周
礼
だ
け
で
左
〈
礼
記
を
も
部
分
的
に
ふ
ま
え
た
も
の
で

あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
帥
。
)

最
後

K
、
力
役
を
負
担
す
べ
き
年
齢
が
中
央
と
地
方
(
敦
燈
〉
と
で
相
異
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
と

D
あ
げ
て
み
よ
う
。
前
掲
の
六
官
の

制
で
は
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る
授
田
の
対
象
と
ま
る
年
齢
が
十
八
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
(
そ
の
年
齢
以
内
の
軽
度
の
絡
を
含
む
)
、
力
役
の

対
象
と
な
る
年
齢
が
十
八
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
で
両
者

K
は
違
い
が
あ
る
。
と
と
ろ
で
、

B
文
書
で
は
〈
男
女
の
〉
賦
税
及
び
そ
れ
と
対
応
す
る

授
回
の
対
象
と
在
る
年
令
(
丁
え
る
年
齢
)
と
(
男
子
の
〉
兵
役
・
雑
任
。
対
象
と
在
る
年
齢
(
丁
た
る
年
齢
)
と
は
一
致
し
て
い
る
と
し
て
差
支

え
を
い
。
へ
少
を
く
と
も
違
っ
て
い
る
と
と
を
示
唆
す
る
点
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
〉
と
と
ろ
で
、
そ
の
丁
の
最
終
年
齢
は
六
十
四
才
と
考
え
ら
れ

る
。
(
了
の
開
始
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

A
文
書
の
場
合
と
同
様
十
八
才
で
あ
ろ
う

0

〉
そ
う
す
る
と
、

B
文
書
の
方
が
兵
役
・
雑
任
を

負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
い
と
い
う
と
と
に
な
る
。
ヲ
ぎ

K
A
文
書
で
あ
る
が
、
丁
の
開
始
年
齢
は
十
八
才
で
、
そ
の
最
終
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が

六
十
才
が
丁
、
六
十
五
才
が
老
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
o
A
文
書
の
賦
税
、
授
問
、
兵
役
、
雑
任
の
'
年
齢
関
係
は

B
文
書
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と

想
定
さ
れ
よ
う
が
、
そ
う
す
る
と
、

A
文
書
の
方
も
兵
役
、
雑
任
を
負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
い
と
い
う
と
と
に
在
る
例
。
恐
ら
く
敦
燈
で
は
六
官
の

(14) 



制
が
存
在
し
た
時
期
に
あ
っ
て
も
、
中
央
に
く
ら
べ
て
丁
男
の
兵
．
役
・
雑
面
を
負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
央
と

地
方
と
の
相
異
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
周
礼
で
広
瀬
－
中
央
と
野
一
地
方
と
で
力
役
を
負
担
す
る
年
齢
に
違
い
が
あ
り
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方

が
長
か
っ
た
こ
と
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
（
⊥
ハ
宮
の
制
に
論
け
る
女
子
の
丁
た
る
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
略
す
る
。
）

註
ω
　
本
文
書
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
　
「
西
門
・
北
周
・
北
斉

　
の
均
田
制
を
め
ぐ
・
っ
て
」
　
（
以
下
別
稿
と
い
う
）
の
註
な
ど
参
照
。

　
　
な
お
、
本
稿
で
述
べ
る
私
見
で
、
か
つ
て
筆
者
が
述
べ
た
私
見
と

　
相
異
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
は
、
本
稿
の
方
を
と
る
も
の
と
す
る
。

②
　
拙
稿
、
　
「
井
田
制
の
家
一
戦
国
秦
漢
時
代
の
家
の
理
解
を
め
ぐ
つ

　
て
一
」
　
（
古
代
文
化
第
二
十
三
巻
第
四
号
）
参
照
。

③
　
二
十
才
、
十
五
才
と
い
う
年
令
比
定
は
周
礼
の
疏
に
よ
る
。

ω
　
北
朝
の
雑
樒
は
別
に
と
り
あ
げ
る
。

⑧
　
こ
の
B
文
書
で
は
、
　
「
口
件
拾
捌
課
見
手
」
と
な
ら
ん
で
、
　
「
牛

　
陸
頭
」
と
あ
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
、

　
　
　
四
頭
　
　
受
　
田
　
課

　
　
　
二
頭
　
　
未
受
田
不
課

　
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
集
団
に
つ
い
て

　
　
　
都
合
調
布
参
拾
参
匹
参
州
捌
尺

　
と
あ
り
、

　
　
「
都
合
麻
陸
拾
柴
斤
捌
両

　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

　
と
あ
り
、
さ
ら
に
、

　
　
　
都
合
租
捌
前
捌
帰
参
引

　
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
内
訳
け
が
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
け
の
人
数

　
及
び
牛
の
頭
数
と
一
人
あ
た
り
及
び
一
頭
あ
た
り
の
課
税
額
と
を
あ

　
わ
せ
考
え
た
際
、
調
の
布
を
負
担
す
る
も
の
は
、
顕
爵
（
男
・
女
）

　
十
人
、
丁
（
男
・
女
）
五
十
七
人
、
碑
一
人
、
牛
四
頭
と
な
る
。
調

　
の
麻
を
負
担
す
る
も
の
は
、
台
資
（
男
・
女
）
十
人
、
丁
（
男
・
女
）

　
五
十
七
入
、
碑
一
人
と
な
る
。
（
牛
は
負
担
な
し
）
租
を
負
担
し
す
る
も

　
㊨
ド
は
、
．
丁
（
男
・
女
）
五
十
七
人
、
碑
一
人
、
牛
四
頭
と
な
る
。

　
（
前
掲
山
本
氏
論
文
参
照
。
．
な
お
ご
こ
で
い
う
丁
は
台
資
で
な
い
一

　
般
庶
民
の
男
女
の
丁
の
こ
と
で
あ
る
。
）
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

　
と
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
「
口
耳
拾
捌
課
見
輸
」
の
口
五
十
入

　
は
丁
（
男
．
女
）
・
五
十
七
人
と
碑
一
人
と
の
合
計
五
十
八
　
（
人
）

　
の
こ
と
と
な
り
、
そ
の
課
（
見
輸
）
は
租
の
こ
と
と
な
る
。
　
ま
た

　
こ
う
し
た
理
解
を
す
れ
ば
「
牛
陸
頭
」
の
内
訳
け
に
つ
い
て
も
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
ら
．
支
障
な
く
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

㈲
別
稿
参
照
。

（15）

制
が
存
在
し
た
時
期
に
あ
っ
て
も
、
中
央

K
く
ら
べ
て
丁
男
の
兵
役
・
雑
任
を
負
担
す
る
最
終
年
齢
が
長
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
央
と

地
方
と
の
相
異
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う

K
周
礼
で
国
中

l
中
央
と
野

i
地
方
と
で
力
役
を
負
担
す
る
年
齢

K
違
い
が
あ

D
、
前
者
よ

D
も
後
者
の
方

が
長
か
っ
た
こ
と
と
の
関
連

k
b
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
う
。
(
六
官
の
制

k
b
け
る
女
子
の
丁
た
る
年
齢
ま
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
略
す
る
J

註ω
本
文
書
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
「
西
貌
・
北
周
・
北
斉

の
均
田
制
を
め
ぐ
ヲ
て
」
(
以
下
別
稿
と
い
う
)
の
註
な
ど
参
照

U

な
な
、
本
稿
で
述
べ
る
私
見
で
、
か
つ
て
筆
者
が
述
べ
た
私
見
と

相
車
内
す
る
と
と
ろ
が
あ
る
場
合
は
、
本
稿
の
方
を
と
る
も
の
と
す
る
。

ω
拙
稿
、
「
井
田
制
の
家
l
戦
国
秦
漢
時
代
の
家
の
理
解
を
め
ぐ
っ

て
l
」
(
古
代
文
化
第
二
十
三
巻
第
四
号
)
参
照
。

ゆ
二
十
才
、
十
五
才
と
い
う
年
令
比
定
は
周
礼
の
疏

K
よ
る
。

ω
北
朝
の
雑
繕
は
別
に
と

D
あ
げ
る
。

ω
と
の

B
文
書
で
は
、
「
口
件
拾
捌
課
見
輸
」
と
走
ら
ん
で
、

陸
頭
」
と
あ
h
y
、
そ
の
内
訳
と
し
て
、

四

頭

受

田

課

二

頭

未

受

因

不

謀

と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
集
団

K
つ
い
て

都
合
調
布
参
拾
参
匹
参
丈
捌
尺

と
あ

D
、

都
合
麻
陸
拾
巣
斤
捌
両

税
租
を
め
ぐ
っ
て
(
越
智
〉

と
あ

D
、
さ
ら
に
、

都
合
租
捌
拾
捌
餅
参
刊
一

と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
内
訳
け
が
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
け
の
人
数

及
び
牛
の
頭
数
と
一
人
あ
た

D
及
び
一
頭
あ
た

b
の
課
税
額
と
を
あ

わ
せ
考
え
た
際
、
調
の
布
を
負
担
す
る
も
の
は
、
台
資
(
男
・
女
V

十
人
、
丁
〈
男
・
女
)
五
十
七
人
、
純
一
人
、
牛
四
頭
と
な
る
。
調

の
麻
を
負
担
す
る
も
の
は
、
台
資
〈
男
・
女
)
十
人
、
了
〈
男
・
女
)

(15) 

「
牛

五
十
七
人
、
輝
一
人
と
在
る
。
(
牛
は
負
担
孝
し
)
租
を
負
担
ー
す
る
も

の
刊
は
、
了
(
男
・
女
)
五
十
七
人
、
鱒
一
人
、
牛
四
頭
と
な
る
。

(
前
掲
山
本
氏
論
文
参
照
。
左
む
と
と
で
い
今
了
は
台
資
で
な
い
一

般
庶
民
の
男
女
の
了
の
と
と
で
あ
る
0

)

ζ

の
よ
う
陀
見
て
く
る

と
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
「
口
件
拾
捌
課
見
輸
」
の
口
五
十
八

は
丁
(
回
一
二
女
)
五
十
七
人
と
蝉
一
人
と
の
合
計
五
十
八
〈
人
)

の
と
と
と
左
り
、
そ
の
課
(
見
輸
)
は
租
の
と
と
と
を
る
。

と
ゐ
つ
し
た
理
解
を
す
れ
ば
「
牛
陸
顕
」
の
内
訳
け
陀
つ
い
て

ら
‘
支
障
を
く
読
む
と
と
が
出
来
る
。

川
判
別
稿
参
照
。

ま

た

も

イ可



　
税
租
を
め
ぐ
っ
て
（
越
智
）

⑦
　
本
文
書
の
残
画
判
読
、
例
補
、
推
補
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、

　
池
田
氏
著
書
参
照
。

⑧
　
前
掲
、
山
本
氏
論
文
参
照
。

　
　
ま
た
、
丁
兵
制
に
つ
い
て
は
、
西
村
元
佑
氏
、
　
「
中
国
経
済
史
研

　
究
」
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
一
「
六
丁
兵
と
八
丁
兵
・
十
二
丁
兵
」

　
及
び
拙
稿
、
　
「
北
朝
の
丁
兵
制
に
つ
い
て
」
　
（
東
方
学
第
三
十
二
輯
）

　
参
照
。

⑨
　
拙
稿
、
　
「
漢
時
代
の
戸
と
家
－
主
と
し
て
戸
籍
制
度
面
か
ら
み
た

　
一
」
　
（
史
学
雑
誌
第
七
十
八
編
第
八
号
）
参
照
。

⑩
　
註
⑤
参
照
。

　
　
，
な
齢
、
B
文
書
で
は
五
組
の
夫
婦
と
考
え
ら
れ
る
台
資
（
山
本
氏

　
前
掲
論
文
）
が
調
を
負
担
す
る
が
租
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

　
租
の
免
除
が
台
所
夫
婦
の
家
を
対
象
と
し
た
の
を
示
し
て
い
る
と
い

　
え
よ
う
。
こ
う
し
た
夫
婦
の
家
の
特
権
的
身
分
の
あ
り
か
た
に
つ
い

　
て
は
、
さ
き
に
税
租
に
つ
い
て
見
た
の
と
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

⑪
　
宮
崎
市
定
氏
、
　
「
唐
代
賦
役
制
度
新
考
」
　
（
東
洋
史
研
究
第
十
四

　
巻
第
四
号
）
、
前
掲
、
　
「
中
国
経
済
史
研
究
」
第
三
篇
第
三
章
「
唐
律

　
令
に
澄
け
る
色
役
資
課
に
関
す
る
一
考
察
」
参
照
。

　
　
な
お
、
本
稿
で
・
掲
げ
た
唐
令
は
、
仁
井
田
陞
氏
、
　
「
唐
令
拾
遺
」

　
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
前
掲
、
　
「
北
朝
の
丁
兵
制
に
つ
い
て
」
参
照
。

⑱
　
浜
口
重
国
氏
、
　
「
秦
漢
晴
三
更
の
研
究
」
第
一
部
第
四
「
西
魏
の

　
二
十
四
軍
と
儀
同
意
」
参
照
。

む
φ
　
松
本
雅
生
氏
、
　
「
唐
代
の
勲
官
に
つ
い
て
」
　
（
西
日
本
史
学
第
十

　
二
号
）
参
照
9

⑮
　
拙
稿
、
　
「
晋
南
北
朝
の
流
、
職
掌
、
青
に
つ
い
て
」
　
へ
法
制
史
研

　
究
二
十
膠
）
参
照
。

⑯
　
A
、
B
両
文
書
で
は
一
般
庶
民
が
雑
説
を
負
担
し
た
こ
と
は
見
え

　
な
い
。
し
が
し
、
・
，
い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
一
般
庶
民
は
当

　
馬
面
任
を
負
担
し
た
と
さ
れ
よ
う
。
蓋
し
｛
般
庶
民
の
負
担
し
た
雑

　
任
や
雑
樒
（
的
な
も
の
）
は
A
、
B
両
文
書
以
外
の
と
こ
ろ
に
記
載

　
き
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
．
う
○

⑰
　
前
掲
、
山
本
氏
論
文
参
照
。
．

補
註
　
引
用
文
書
の
文
字
は
、
な
る
だ
け
当
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

　
な
お
、
魏
晋
南
北
朝
以
前
、
同
一
人
物
が
同
時
に
、
性
格
の
違
う
二

つ
の
家
、
　
（
戸
）
に
属
す
る
こ
と
が
あ
る
。
　
（
こ
の
家
、
戸
は
そ
の
当

時
の
用
法
、
乃
至
概
念
で
あ
る
。
）

（16）

税
租
を
め
ぐ
っ
て
ハ
越
智
〉

ω
本
文
書
の
残
画
判
読
、
例
補
、
推
補
在
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、

池
田
氏
著
書
参
照
。

ω
前
掲
、
山
本
氏
論
文
参
照
。

ま
た
、
丁
兵
制

K
つ
い
て
は
、
西
村
元
佑
氏
、
「
中
国
経
済
史
研

究
」
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
一
「
六
丁
兵
と
八
丁
兵
・
十
二
丁
兵
」

及
び
拙
稿
、
「
北
朝
の
丁
兵
制

K
つ
い
て
」
〈
東
方
学
第
三
十
二
事

参
照
。

拙
稿
、
「
漢
時
代
の
戸
と
家

i
主
と
し
て
戸
籍
制
度
面
か
ら
み
た

l
」
(
史
学
雑
誌
第
七
十
八
編
第
八
号
)
参
照
。

ω
註

ω参
照
。

，
左
争
、

B
文
書
で
は
五
組
の
夫
婦
と
考
え
ら
れ
る
台
資
(
山
本
氏

前
掲
論
文
)
が
調
を
負
担
す
る
が
租
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
乙
れ
は

租
の
免
除
が
台
資
夫
婦
の
家
を
対
象
と
し
た
の
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
こ
う
し
た
夫
婦
の
家
の
特
権
的
身
分
の
あ

D
か
た

K
つ
い

て
は
、
さ
き
に
税
租
に
つ
い
て
見
た
の
と
同
じ
ζ

と
が
い
え
る
。

ω
宮
崎
市
定
氏
、
「
唐
代
賦
役
制
度
新
考
」
〈
東
洋
史
研
究
第
十
四

巻
第
四
号
)
、
前
掲
、
「
中
国
経
済
史
研
究
」
第
三
篇
第
三
章
「
唐
律

令

k

b
け
る
色
役
資
課

K
関
す
る
一
考
察
」
多
照
。

在
争
、
本
稿
で
掲
げ
た
唐
令
は
、
仁
井
田
陸
氏
、
「
唐
令
拾
遺
」

か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
前
掲
、
「
北
朝
の
了
兵
制
に
つ
い
て
」
参
照
。

ω
浜
口
重
国
氏
、
「
秦
漢
惰
唐
史
の
研
究
」
第
一
部
第
四
「
西
貌
の

(ω 

二
十
四
軍
と
儀
同
府
」
参
照
。

ω
松
本
雅
生
氏
、
「
唐
代
の
持
官
陀
つ
い
て
」

二
号
)
参
照
。

ω
拙
稿
、
「
晋
南
北
朝
の
流
、
職
掌
、
混
同
に
つ
い
て
」

究
二
十
す
V

参
照
。

紛

A
、

B
両
文
書
で
は
一
般
庶
民
が
雑
任
を
負
担
し
た
と
と
は
見
え

を
い
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
と
ろ
か
ら
一
般
庶
民
は
当

然
雑
任
を
負
担
し
た
と
さ
れ
よ
今
。
蓋
し
一
般
庶
民
の
負
担
し
た
雑

任
や
雑
循
(
的
左
も
の
〉
は

A
、

B
両
文
書
以
外
の
と
ζ

ろ
に
記
載

き
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
ょ
っ
。

M
W

前
掲
、
山
本
氏
論
文
参
照
。

補
註
引
用
文
書
の
文
字
は
、
な
る
だ
け
当
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

在
命
、
貌
晋
南
北
朝
以
前
、
同
一
人
物
が
同
時
花
、
性
格
の
違
今
二

つ
の
家
、
(
戸
)
に
属
す
る
と
と
が
あ
る
。
(
こ
の
家
冗
戸
は
そ
の
当

時
の
用
法
、
乃
至
概
念
で
あ
る
0
〉

(
西
日
本
史
学
第
十

「
法
制
史
研

(16) 


